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改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
に
つ
い
て
は
、
幕
末
以
来
長
年
に
亘
っ
て
多
く
の
研
究
が
積
重
ね
ら
れ
て
来
た
。
就
中
、
昭
和
初
期
を
中
心
と
す

（1）

る
岡
田
希
雄
氏
の
精
緻
な
研
究
は
、
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
戦
後
、
原
撰
本
と
目
さ
れ
る
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
の
新
な
出
現
に
よ

っ
て
、
研
究
史
的
価
値
の
み
が
注
目
さ
れ
て
、
一
見
、
そ
の
光
彩
を
減
じ
た
か
に
見
ら
れ
た
感
も
あ
る
が
、
実
は
決
し
て
然
ら
ず
、
今
日
に

於
て
も
依
然
と
し
て
客
観
的
に
高
き
価
値
を
有
す
る
優
れ
た
研
究
で
あ
っ
て
、
後
学
を
益
す
る
所
、
誠
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

図
書
寮
本
の
研
究
が
精
密
の
度
を
加
へ
、
又
、
観
智
院
本
等
と
の
比
較
検
討
の
作
業
が
進
め
ら
れ
て
古
辞
書
の
歴
史
的
研
究
は
大
幅
な

進
展
を
遂
げ
た
。
又
、
こ
れ
ら
両
者
が
、
後
代
に
於
て
ど
の
や
う
に
流
伝
し
た
か
に
つ
い
て
の
調
査
も
、
中
田
祝
夫
博
士
、
平
岡
定
海
氏
等

（3）

を
始
と
す
る
研
究
者
に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
研
究
が
推
進
さ
れ
た
。
筆
者
も
、
叡
山
文
庫
蔵
本
「
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
」
、
高
野
山
金
剛
三
昧

（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

院
蔵
本
「
大
日
経
疏
聞
書
」
、
高
山
寺
蔵
本
「
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
」
な
ど
の
古
写
本
の
中
に
、
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
の
記
事
の
引

用
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
又
、
近
時
、
東
寺
観
智
院
の
聖
教
類
の
綜
合
調
査
に
伴
ひ
、
同
経
蔵
の
「
御
通
告
抄
」
「
二
教
諭
聞
書
」
「
大

（
6
）
　
　
　
　
　
　
（
7
）

日
経
疏
演
奥
紗
」
等
の
中
に
も
同
類
の
記
事
が
発
見
さ
れ
、
前
二
書
に
つ
い
て
は
沖
森
卓
也
氏
の
、
後
一
書
に
つ
い
て
は
筆
者
の
紹
介
が
行
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五

て
は
な
ら
な
い
と
考
へ
る
。

（2）
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は
れ
た
。
こ
の
他
に
も
以
下
示
す
や
う
に
東
寺
観
智
院
経
蔵
内
に
在
る
聖
教
類
に
は
、
多
数
の
引
用
が
存
す
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
沖
森
氏

（8）

の
既
に
指
摘
さ
れ
た
や
う
に
、
改
編
本
系
の
み
な
ら
ず
、
原
撰
本
系
の
類
衆
名
義
抄
の
引
用
も
見
出
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
資
料
に
基
き
、
筆
者
は
、
改
編
本
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
証
を
試
み
、
少
く
と
も
十
二
世
紀
末
頃
ま
で
に
は
完
成
し
て
ゐ

（5）

た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
新
し
く
接
し
得
た
材
料
を
も
併
せ
て
、
更
に
こ
の
間
題
に
関
し
て
考
察
し

た
い
と
思
ふ
。

「
類
衆
名
義
抄
」
と
い
ふ
書
名
に
つ
い
て
も
問
題
が
あ
る
。
原
撰
本
系
は
、
唯
一
の
写
本
で
あ
る
図
書
寮
本
に
「
類
衆
名
義
抄
」
と
あ
り
、

こ
れ
以
外
の
書
名
が
存
し
た
証
は
認
め
ら
れ
な
い
。
然
る
に
、
改
編
本
系
に
あ
っ
て
は
、
観
智
院
本
、
天
理
図
書
館
蔵
一
本
（
西
念
寺
本
）
に

は
右
と
同
じ
く
「
類
衆
名
義
抄
」
と
称
し
て
ゐ
る
の
と
並
ん
で
、
天
理
図
書
館
蔵
の
一
本
た
る
高
山
寺
本
で
は
「
三
賛
類
字
集
」
と
あ
り
、

達
成
院
本
の
一
た
る
鎖
国
守
国
神
社
本
で
は
「
三
賛
類
衆
名
義
抄
」
と
記
し
、
更
に
上
述
の
引
用
文
の
中
に
、
後
述
の
如
く
、
「
三
宝
字
類
抄
」

「
三
賛
類
衆
」
「
三
」
な
ど
の
例
が
存
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
書
名
と
し
て
通
用
し
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
「
類
衆
名
義
抄
」

と
「
三
宝
芋
類
抄
」
と
の
二
つ
の
名
称
が
、
ど
の
や
う
に
使
ひ
分
け
ら
れ
て
ゐ
た
か
と
の
問
題
も
あ
り
、
以
下
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
も

考
へ
て
見
た
い
と
思
ふ
。

二

改
編
本
系
頬
衆
名
義
抄
を
引
用
し
た
最
古
の
例
と
し
て
管
見
に
入
っ
た
も
の
は
、
高
山
寺
蔵
本
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
（
重
文
第
一
部

（5）

誓
言
の
書
人
で
あ
る
。
こ
の
文
献
に
つ
い
て
は
既
に
論
じ
た
の
で
、
詳
し
く
は
旧
稿
に
譲
る
が
、
要
を
述
べ
れ
ば
、
こ
の
書
の
本
文
は
保
延

三
年
（
二
三
七
）
に
、
中
川
成
身
院
で
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
後
、
高
野
山
に
伝
へ
ら
れ
、
高
野
山
月
上
院
主
の
玄
証
（
二
四
四
－
一
二
一

六
頃
）
が
承
安
四
年
（
二
七
四
）
に
伝
受
し
、
治
承
二
年
（
二
七
八
）
に
高
野
山
に
お
い
て
校
点
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
の
加
点
と

同
筆
の
書
人
の
中
に
墨
書
で
片
仮
名
和
訓
の
字
書
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は



山
肱
⊥
警
チ
（
天
地
逆
に
記
す
）
［
観
］
肱
詑
〈
肇
力
和
酎
（
ナ
）
（
仏
中
一
三
五
1
）
（
以
下
「
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
」
を
［
観
］
と
記
す
）

痍

拗
　
胱
疫
〈
音
〉
柾
（
掲
出
字
は
天
地
逆
に
記
す
〓
観
］
胱
増
ス
欄
求
詣
㌃
リ
（
仏
中
二
六
4
）

畑
（
濾
）
力
胡
〈
反
〉
　
如
”
㍗
（
欄
外
注
記
）
［
観
］
濾
轟
詣
㌢
欄
誓
法
上
二
二
8
）

㈲
（
猫
）
融
鴻
〈
反
〉
（
上
欄
外
注
記
）
［
観
］
猫
〈
音
〉
昌
－
狂
（
仏
下
本
三
二
6
）

の
や
う
な
例
で
、
何
れ
も
巻
中
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
と
は
細
部
に
於
て
は
一
致
し
な
い
部
分
も
あ
る
も
の
の
、

大
同
で
あ
っ
て
、
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
で
あ
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
い
所
で
あ
る
。
（
以
下
印
刷
の
便
を
慮
っ
て
、
原
文
の
「
反
」
の
略
字

（
そ
の
終
二
画
）
を
（
反
）
、
「
音
」
の
略
字
（
そ
の
初
二
画
）
を
〈
音
〉
と
記
す
こ
と
と
す
る
。
又
声
点
そ
の
他
は
必
要
無
い
限
り
省
略
す
る
）

こ
の
例
か
ら
見
て
、
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
は
治
承
頃
に
は
既
に
成
立
し
て
ゐ
て
、
少
く
と
も
真
言
宗
高
野
山
辺
に
流
布
し
て
ゐ
た
こ
と

が
推
定
さ
れ
る
。

本
書
の
主
要
な
奥
書
を
次
に
記
し
て
お
く
。

（
巻
第
一
）
保
延
三
年
（
二
三
七
）
九
月
廿
五
日
於
仲
川
成
身
院
写
之

（
別
筆
）
承
安
四
年
（
二
七
四
）
開
始
日
五
月
十
二
日
至
千
十
六
日
之
間
／
奉
伝
授
了
　
玄
証
（
花
押
）
本
也

（
藍
書
）
戊
成
之
歳
（
治
承
二
年
、
二
七
八
）
六
月
八
日
於
金
剛
峯
寺
以
a
（
梵
字
）
御
本
（
証
印
阿
闇
梨
の
本
を
指
す
）
／
交
点
了

（
巻
第
二
）
成
身
［
］
保
延
三
年
潤
九
月
一
日
写
之

（
別
筆
）
同
年
同
月
（
承
安
四
年
五
月
）
始
十
三
日
至
廿
四
日
之
間
奉
伝
授
了

（
藍
書
）
治
華
一
年
六
月
八
日
以
ア
（
阿
閣
梨
）
御
本
至
夜
半
之
程
交
点
了

（
巻
第
三
・
四
・
五
の
奥
書
省
略
、
三
・
四
に
は
成
身
院
弁
印
の
書
写
識
語
あ
り
）

成
身
院
は
大
和
国
仲
川
に
在
り
、
実
範
（
7
－
二
四
四
）
を
開
基
と
す
る
真
言
の
道
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
著
名
な
事
実
で
あ
る
。

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見

七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

つ
1
＼

ノ

こ
れ
に
次
い
で
古
い
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
叡
山
文
庫
蔵
本
の
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
の
建
久
三
年
（
二
九
二
）
に
見
ら
れ
る
書
人
で
あ
る
。

（3）

こ
れ
に
つ
い
て
も
既
に
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
旧
稿
に
は
不
備
な
点
や
誤
認
の
部
分
な
ど
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
点
を
主
と
し
て
、
再

び
部
分
的
に
腐
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

本
書
は
粘
葉
装
七
帖
、
茶
褐
色
の
料
紙
に
押
界
を
施
し
た
本
で
、
巻
第
一
か
ら
巻
第
六
ま
で
の
六
帖
が
僚
巻
で
あ
り
、
巻
第
七
の
み
が
別

本
で
あ
る
。
そ
の
奥
書
の
内
、
主
要
な
も
の
を
次
に
掲
げ
る
。

（
巻
第
二
）
　
（
墨
書
）
天
承
元
年
（
二
三
二
八
月
十
日
写
了
　
筆
師
　
□
□
　
（
賛
意
又
は
寮
恵
か
、
未
読
）
　
了

（
朱
書
）
建
久
三
年
（
二
九
二
）
　
五
月
十
二
日
一
交
了

（
巻
第
三
）
　
（
墨
書
）
天
承
元
年
七
月
十
四
日
以
仁
和
寺
円
楽
寺
律
師
御
房
本
書
了

（
朱
書
）
建
久
三
年
五
十
六
申
一
交
了

（
巻
第
四
）
　
（
墨
書
）
天
承
元
年
七
月
廿
日
令
書
了
求
法
艮
信
之
／
但
為
自
他
法
界
平
等
利
益
也

（
朱
書
）
建
久
三
年
五
月
廿
一
日
未
時
一
交
了
（
巻
第
五
、
巻
第
六
略
、
巻
第
七
は
奥
書
無
し
）

右
の
中
の
宝
恵
（
？
）
及
び
艮
信
に
つ
い
て
は
生
憎
未
だ
所
見
が
無
い
が
、
「
仁
和
寺
円
楽
寺
御
房
」
と
い
ふ
の
は
恐
ら
く
観
恵
法
印
の
こ

と
と
考
へ
ら
れ
る
。
刑
部
卿
周
防
守
藤
原
敦
基
の
息
で
、
周
防
法
印
・
円
楽
寺
と
号
し
、
康
平
七
年
（
一
〇
六
四
）
　
に
生
れ
、
天
永
二
年
二

一
二
）
九
月
二
十
一
日
、
仁
和
寺
寛
助
僧
正
よ
り
成
就
院
に
於
て
受
法
し
、
天
承
元
年
（
二
三
一
）
権
律
師
に
任
ぜ
ら
れ
、
保
延
二
年
（
一

（9）

一
三
六
）
正
月
冊
日
権
小
僧
都
に
転
じ
、
永
治
元
年
（
二
四
一
）
十
月
十
三
日
に
七
十
八
歳
で
卒
し
た
。
こ
の
観
恵
の
本
を
書
写
し
た
の
が

本
写
本
で
あ
っ
て
、
本
来
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
七
巻
は
天
台
宗
円
仁
の
著
作
で
あ
る
か
ら
、
山
門
に
伝
承
し
て
ゐ
た
の
な
ら
ば
自
然
で
あ
る

が
、
何
等
か
の
事
情
で
仁
和
寺
の
本
を
借
用
転
写
し
た
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
そ
の
本
の
訓
点
は
、
恐
ら
く
山
門
所
伝
の
ヲ
コ
ト
点
を
使

用
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
本
書
に
加
へ
ら
れ
た
訓
点
と
し
て
は
㊤
墨
点
（
仮
名
、
天
承
元
年
）
と
、
⑧
朱
点
（
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
、
建
久
三

年
八
二
九
二
）
）
と
が
あ
る
。
又
、
巻
第
七
は
別
本
の
取
合
本
で
、
書
写
年
代
は
明
確
で
な
い
が
、
院
政
時
代
の
書
写
に
係
り
、
訓
点
も
巻
第



一
か
ら
巻
第
六
ま
で
と
は
異
り
、
墨
点
は
存
せ
ず
、
橙
色
の
点
の
み
が
存
す
る
。
こ
の
橙
点
は
前
六
帖
と
は
別
筆
で
あ
っ
て
、
仮
名
と
ヲ
コ

ト
点
と
を
有
す
る
が
、
そ
の
ヲ
コ
ト
点
は
院
政
時
代
の
加
点
と
認
め
ら
れ
る
。
所
で
こ
の
ヲ
コ
ト
点
は
第
一
群
点
（
墨
点
が
左
下
隅
か
ら
右
廻

り
に
四
隅
が
テ
ヲ
ニ
ハ
と
配
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
）
で
あ
り
、
他
に
同
一
の
形
式
の
用
例
を
見
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
る
が
、
前
六
帖
の
⑧
朱
点

と
全
く
同
一
で
あ
り
、
同
一
人
か
又
は
同
じ
流
派
の
人
の
加
点
と
見
ら
れ
る
。
所
で
、
そ
の
後
の
調
査
で
、
こ
の
第
一
群
点
と
酷
似
す
る
ヲ

コ
ト
点
が
、
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
斯
道
文
庫
所
蔵
の
大
枇
虚
遮
那
経
巻
第
一
の
康
平
六
年
点
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
「
ト
」

の
位
置
が
、
康
平
点
で
は
右
辺
中
央
の
外
側
で
あ
る
の
に
、
本
書
で
は
下
辺
中
央
と
な
っ
て
ゐ
る
点
が
異
る
が
、
他
は
判
明
す
る
限
り
、
線

点
等
に
至
る
ま
で
殆
ど
同
一
で
あ
る
。
そ
し
て
康
平
点
は
「
康
平
七
年
正
月
十
九
日
於
浅
間
宮
喋
（
黙
）
了
　
天
台
沙
門
僧
（
花
押
）
」
と
あ
り
、

育
蓮
院
公
助
の
伝
領
奥
書
が
あ
る
の
で
、
天
台
山
門
系
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
で
あ
り
、
従
っ
て
、
本
書
の
訓
点
も
天
台
山
門
系
の
も
の

と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
中
に
引
用
さ
れ
た
古
辞
書
の
和
訓
は
、
何
れ
も
朱
書
の
訓
点
で
建
久
三
年
の
筆
と
見
ら
れ
る
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
片
仮
名
を
主
と

す
る
も
の
で
、
都
合
十
五
例
を
認
め
得
た
が
、
巻
第
二
、
四
、
五
、
六
に
亘
る
も
の
で
、
例
へ
ば
、

○
絢
＝
㌢
フ
（
巻
第
二
）
［
観
］
（
引
用
に
当
っ
て
、
漢
文
注
や
声
点
な
ど
は
一
部
省
略
し
、
割
注
の
右
傍
注
は
印
刷
の
都
合
上
［
　
］
に
括
っ
て
一
行

に
続
け
る
等
の
書
換
を
行
っ
た
。
）
諦
捕
欄
［
い
つ
”
輿
㌶
ル
ノ
㍗
鴇
㌣
ィ
（
法
上
四
九
6
）

○
瑚
／
㌶
フ
ヘ
″
（
巻
第
二
）
［
観
］
鞄
帯
言
無
∵
錨
マ
錮
評
（
仏
下
本
七
四
1
）

タ
ン

○
滞
＝
芦
カ
（
巻
第
五
）
［
観
］
浬
佃
鞄
繍
判
ノ
イ
サ
コ
（
法
上
四
5
）

○
薫
㌘
巻
第
六
）
［
観
］
吟
欄
魚
碑
詩
宗
㌘
霊
㌢
㌢
ル
㌢
シ
ナ
ケ
（
仏
中
二
七
1
）

な
ど
の
如
く
で
、
出
典
名
は
記
さ
ず
、
又
字
音
注
は
す
べ
て
片
仮
名
書
で
あ
る
こ
と
、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
と
比
較
す
る
と
若
干
の
出
入

あ
る
こ
と
、
そ
の
一
部
分
を
抄
書
し
た
や
う
に
思
は
れ
る
こ
と
、
和
訓
の
語
順
に
異
同
あ
る
こ
と
、
誤
写
の
あ
る
こ
と
な
ど
問
題
は
あ
る
が
、

恐
ら
く
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
は
疑
無
い
。
観
智
院
本
頬
衆
名
義
抄
と
は
一
致
し
な
い
が
、
高
山
寺
本
類
衆
名
義

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見

九
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O

抄
と
一
致
す
る
点
な
ど
も
あ
る
。
「
催
〃
巴
（
巻
第
五
）
に
対
し
、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
は
「
ノ
イ
フ
ス
」
、
高
山
寺
本
類
衆
名
義
抄
は
「
ノ

キイ
フ
ス
」
と
あ
る
の
な
ど
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

本
書
に
引
用
さ
れ
た
名
義
抄
の
記
事
は
、
恐
ら
く
訓
点
の
祖
点
と
共
に
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
視
点
が
、
本
文
と
共
に
仁

和
寺
か
ら
伝
へ
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
本
文
と
は
別
個
に
山
門
の
伝
承
を
記
し
た
も
の
な
の
か
、
俄
に
定
め
難
い
。
ヲ
コ
ト
点

の
性
格
か
ら
見
る
と
山
門
伝
来
の
訓
点
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
訓
法
の
内
容
は
同
一
で
も
ヲ
コ
ト
点
を
改
変
す
る
こ
と
は
屡
≧
行
は
れ
た
こ

（10）

と
で
あ
り
、
遠
に
何
れ
と
も
定
め
難
い
。
し
か
し
、
日
光
天
海
蔵
本
金
剛
般
若
経
集
験
記
天
永
点
の
や
う
に
、
山
門
の
学
僧
薬
源
が
仁
和
寺

（〓）

所
用
の
ヲ
コ
ト
点
円
堂
点
を
用
ゐ
て
移
点
し
た
例
な
ど
も
あ
り
、
仁
和
寺
の
訓
法
が
伝
へ
ら
れ
た
可
能
性
は
少
く
な
い
。
又
、
他
に
改
編
本

系
の
類
衆
名
義
抄
の
引
用
は
、
多
く
は
真
言
宗
系
の
訓
点
本
・
抄
物
類
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
考
へ
る
と
、
こ
の
場
合
も
、
真
言
宗
系
か
ら
伝

来
し
た
と
見
る
の
が
自
然
か
も
知
れ
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
建
久
の
頃
に
天
台
宗
山
門
の
僧
の
間
に
類
衆
名
義
抄
が
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と

は
確
で
あ
ら
う
。

（4）

更
に
こ
れ
に
続
く
も
の
と
し
て
、
金
剛
三
昧
院
所
蔵
の
大
日
経
疏
聞
書
に
見
ら
れ
る
引
文
が
あ
る
。
本
書
は
高
野
山
大
学
寄
託
本
の
一
で

あ
り
（
布
〓
－
叫
紗
－
－
∽
雪
粘
葉
装
で
「
三
中
」
か
ら
「
二
十
」
に
至
る
二
十
五
帖
を
存
す
る
。
そ
の
中
の
九
帖
に
奥
書
が
あ
る
。
そ
の
中

の
主
要
な
も
の
を
記
す
と
、

（
第
三
下
）
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
五
月
十
七
日
於
金
剛
三
昧
院
／
書
写
之
畢
　
金
剛
資
定
［
‖
］

融

（
以
下
本
奥
書
）
御
本
云
延
慶
二
年
四
月
廿
一
日
於
高
野
山
金
剛
三
昧
院
／
為
興
法
利
生
以
大
楽
院
草
本
書
写
了
／
金
剛
備
子
賓
1
」

（
八
）
正
和
五
年
（
一
三
六
）
所
四
月
十
五
日
於
金
剛
三
昧
院
／
〓
父
了
　
金
剛
悌
子
定
恵
欄
針

（
十
三
）
書
本
云
正
和
四
年
舵
（
一
三
二
五
）
八
月
晦
日
書
写
了
（
以
上
本
奥
書
）

千
時
正
和
五
年
師
十
二
月
七
日
於
高
野
山
迎
接
院
書
写
了



（
十
四
）
　
正
和
五
年
十
二
月
廿
五
日
　
書
写
了
／
舜
海
之

（
十
六
本
）
文
保
二
年
（
一
三
八
）
絨
九
月
一
日
一
交
了
／
定
恵
欄
針

右
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
高
野
山
の
証
道
上
人
実
融
（
一
二
四
七
－
一
三
三
九
）
が
、
少
く
と
も
延
慶
二
年
か
ら
正
和
四
年
に
亘
っ

て
、
大
楽
院
即
ち
信
日
（
？
－
一
三
〇
七
）
の
草
本
を
書
写
し
、
そ
れ
を
更
に
定
恵
及
び
舜
海
が
転
写
し
た
本
で
あ
っ
て
、
以
下
の
記
事
は
信

日
の
草
本
か
ら
存
し
た
と
認
め
て
よ
い
と
思
は
れ
る
。
実
融
は
意
教
上
人
頼
賢
の
弟
子
で
、
金
剛
三
昧
院
十
二
世
の
長
老
と
な
っ
た
人
で
あ

（12）

る
。
本
書
の
筆
者
定
恵
と
舜
海
と
は
、
記
録
類
に
は
見
当
ら
な
い
が
、
高
野
山
宝
寿
院
の
聖
教
類
に
は
数
例
が
見
出
さ
れ
、
凡
聖
界
地
章
二

帖
（
特
一
第
十
六
函
5
号
）
の
鎌
倉
時
代
写
本
は
「
仁
和
寺
舜
海
」
の
所
持
本
で
あ
り
、
「
華
厳
経
探
玄
記
」
四
帖
（
同
第
十
六
函
8
号
）
の
正

和
三
年
校
本
、
「
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
」
十
帖
の
正
和
五
年
写
本
、
「
大
伝
法
濯
頂
私
記
〓
一
帖
（
特
別
部
第
三
第
八
函
智
号
）
の
正
和
四

年
写
本
、
「
七
巻
心
経
」
一
帖
（
同
第
廿
三
函
一
号
）
以
下
八
帖
の
正
和
五
年
書
写
、
文
保
三
年
（
一
三
一
九
）
伝
受
本
な
ど
に
定
恵
の
名
が
見

え
て
ゐ
る
。
定
恵
の
生
年
は
右
の
奥
書
か
ら
推
し
て
文
永
六
年
（
一
二
七
一
）
、
文
保
三
年
ま
で
は
生
存
し
て
ゐ
た
こ
と
を
知
る
。
以
上
は
旧

稿
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
点
な
の
で
、
並
に
記
し
置
く
次
第
で
あ
る
。

成
尊

ー
一

0　0

義
範
－
勝
覚
－
定
海
－
元
海
－
実
運
－
勝
賢
－
成
賢
－
頼
賢
－
実
融
証
道
上
人

中

院

流

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

明
算
－
良
禅
－
兼
賢
1
埋
賢
－
覚
基
－
観
心
1
恵
深
－
信
日
大
楽
院

本
書
に
は
、
「
三
賛
抄
云
」
「
三
云
」
「
三
、
」
「
三
二
戸
〓
〓
云
」
な
ど
と
冠
し
た
例
が
合
計
五
十
二
例
、
又
、
全
く
冠
名
が
無
い
け
れ
ど

も
、
内
容
が
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
と
符
合
す
る
例
が
七
例
、
計
五
十
九
例
を
算
す
る
。
そ
の
例
を
二
三
示
し
て
お
く
。

ロ
ウ

望
一
賛
抄
云
濁
骨
藷
譜
ハ
翠
フ
　
［
観
］
蘭
僚
…
臥
欝
欄
咽
ヒ
ト
カ
シ
ラ
上
カ
シ
ラ
ノ
ホ
子
（
仏
下
本
五
4
）

個
三
〓
云
虹
矧
諸
等
、
、
ヰ
ス
　
［
観
］
虹
矧
這
〉
ミ
ヰ
爪
（
僧
下
二
四
7
）

畑
三
云
狐
賢
ッ
子
ヒ
ト
リ
　
［
観
］
狐
錆
㍗
胡
禾
銅
ッ
ネ
ヒ
ト
リ
野
干
、
（
仏
下
本
三
八
4
）

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
鬼
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一
二

ヰ

㈱
唯
”
い
シ
ヒ
ト
リ
然
㌶
”
≡
　
［
観
］
唯
〈
音
〉
惟
タ
…
ト
リ
震
い
又
以
水
〈
反
〉
1
警
処
（
仏
中
五
九
5
）
　
然
畑
欄
〈
沌
『
霊
ナ
㍗
シ
岩

山
イ

”
如
㌦
シ
矩
ノ
了
か
ノ
欝
”
（
仏
下
末
五
〇
4
）

こ
の
他
「
中
院
本
」
と
あ
る
も
の
が
あ
る
。

○
中
院
本
云
元
在
㌢
ィ
　
又
ワ
カ
マ
、
又
ナ
シ
サ
タ
マ
リ

コ
ノ
コ
ロ

○
中
院
本
近
日
文

の
二
例
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
叡
智
院
本
類
衆
名
義
抄
に
は
所
見
が
無
い
。
恐
ら
く
中
院
御
房
即
ち
明
算
又
は
そ
の
流
に
伝
承
さ
れ
た
大
日
経

疏
の
訓
法
を
示
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
旧
稿
で
名
義
抄
の
一
本
か
と
見
た
の
は
恐
ら
く
失
考
と
思
ふ
。
こ
の
機
に
訂
正
し
た
い
。

右
の
諸
例
の
中
に
は
、
叡
智
院
本
類
衆
名
義
抄
と
完
全
に
一
致
し
な
い
も
の
も
多
く
、
中
に
は

㈲
郎
㌍
㌢
ッ
、
シ
ム
　
［
観
］
恩
崇
反
㍗
㌘
ム
ツ
ト
ム
。
ハ
シ
（
仏
中
一
〇
三
2
）

の
如
く
、
掲
出
字
の
字
音
を
右
傍
に
仮
名
書
に
し
た
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
も
見
え
る
型
で
、
本
来
、
仮
名
を
右
傍
に
書
加
へ
た
本
が
在

つ
た
の
を
そ
の
ま
ゝ
引
用
し
た
の
か
、
又
は
引
用
に
際
し
て
原
典
の
反
切
表
記
等
を
片
仮
名
に
書
改
め
た
か
の
何
れ
か
と
思
は
れ
る
が
、
一

般
に
こ
の
種
の
引
用
は
必
ず
し
も
原
典
に
忠
実
と
は
限
ら
ず
、
一
部
分
を
抄
録
し
た
り
、
和
訓
の
順
序
を
前
後
さ
せ
た
り
し
た
可
能
性
も
大

い
に
考
へ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
私
は
恐
ら
く
後
者
の
例
と
見
て
良
い
か
と
考
へ
る
。

何
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
書
人
を
大
楽
院
信
日
の
草
本
の
段
階
か
ら
存
し
た
と
認
め
る
な
ら
ば
、
少
く
と
も
十
三
世
紀
初
頭
に
は
高
野
山

に
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
の
存
在
し
た
明
証
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
十
二
世
紀
初
頭
に
転
写
さ
れ
て
ゐ
た
事
実
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

三

東
大
寺
図
書
館
所
蔵
の
「
自
他
宗
雑
指
示
抄
」
一
巻
（
m
8
0
1
）
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
書
写
で
、
表
紙
に
「
沙
門
尺
実
弘
」
と
伝
持
識



語
が
あ
り
、

寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
　
五
月
十
日
於
知
足
院
御
奄
室
／
奉
相
伝
了

（
2
G
）

な
る
伝
受
奥
書
を
有
す
る
。
こ
の
本
に
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
の
引
文
が
あ
る
こ
と
は
、
夙
に
平
岡
定
海
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。

氏
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
内
、
一
部
分
は
明
に
実
弘
（
一
二
二
一
－
一
二
五
四
）
　
の
自
筆
な
る
由
で
あ
る
が
、
こ
の
奥
書
は
実
弘
の
筆
で
、
名

義
抄
の
引
用
も
実
弘
又
は
そ
の
周
辺
の
人
に
よ
る
も
の
と
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
引
文
は
全
部
で
四
十
二
項
目
に
上
る
が
、
殆
ど
す
べ
て

漢
字
注
を
存
せ
ず
、
仮
名
に
よ
る
和
訓
と
、
字
音
と
を
記
し
て
ゐ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
と
比
較
す
る
と
、
対
応
す
る

項
目
の
な
い
も
の
や
、
和
訓
に
若
干
の
出
入
の
あ
る
も
の
が
あ
る
が
、
殊
に
右
の
点
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
尤
も
こ
れ
が
観
智
院
本
と

異
る
本
文
か
ら
引
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
引
用
に
際
し
て
改
め
た
の
か
は
、
尚
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
実
弘
は
東
大
寺
の
学
僧
で
宗

性
（
一
二
〇
二
－
一
二
九
二
）
　
の
愛
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
は
平
岡
氏
に
よ
っ
て
繹
述
さ
れ
て
ゐ
る
。
次
に
そ
の
一
二
の
例
を
示
す
。

エ
ム鍵

㌶
ィ
ト
ス
チ
　
空
事
　
［
観
］
縫
璃
又
摘
纏
誹
悔
侶
↓
l
璃
㌔
轟
：
㌣
別
〈
反
〉
（
法
中
二
五
2
）

吾
㌶
ヘ
ア
㌶
㌢
　
［
観
］
撃
詣
㍍
「
㌢
予
㌃
此
用
語
へ
㌣
犬
（
法
上
七
三
7
）

磐
時
㌢
　
［
観
］
嘩
指
事
・
彗
シ
（
仏
上
四
六
3
〓
高
］
遼
…
…
“
刃
．
川
．
山
剖
（
二
五
ウ
三
）

右
の
第
三
例
で
は
、
観
智
院
本
よ
り
も
高
山
寺
本
の
方
に
近
い
や
う
で
あ
る
。
（
「
小
」
の
字
体
の
一
致
、
和
訓
「
パ
ル
カ
ニ
」
の
一
致
な
ど
）
。

実
弘
の
師
で
あ
る
宗
性
の
自
筆
に
係
る
「
文
華
風
月
至
要
抄
」
は
、
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
、
同
五
年
な
ど
の
年
紀
の
あ
る
文
書
と
共
に

綴
ら
れ
た
も
の
で
、
大
体
こ
の
当
時
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
項
目
は
約
百
項
目
に
上
り
、
そ
の
全
文
は
中
田
祝
夫
博
士
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ

（
2
F
）

て
ゐ
る
。
そ
の
中
の
一
二
を
掲
げ
る
。

Ⅲ
紆
謂
碩
ル
メ
㍑
ル
　
［
観
］
紆
瑠
指
ト
拍
㌢
マ
宍
ル
（
法
中
二
五
4
）

畑
捕
（
音
）
歩
ト
ル
・
ト
ラ
フ
禾
フ
　
［
観
］
捕
施
〉
評
ト
ラ
フ
（
仏
下
本
七
七
7
）

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

畑
野
鍔
イ
タ
ル
　
［
観
］
泊
諸
幾
㌢
珊
泊
㌣
岬
掲
欄
指
［
崇
崇
蕊
等
牙
彗
討
五
霞
ミ
ウ
㌶
ス
　
（
法
上
九
2
）

［
鎮
］
泊
鴇
㌍
二
謂
〈
肇
㌦
票
鰭
等
声
帯
奈
完
鉾
告
㌣
㍗
㌻
フ
（
中
一
ノ
七
ウ
四
）

右
の
如
く
、
音
注
を
反
切
の
ま
ゝ
で
引
用
し
た
り
片
仮
名
傍
記
し
た
り
し
て
ゐ
る
例
が
混
在
す
る
。
鎖
国
守
国
神
社
本
の
「
（
音
）
バ
ク
」

の
や
う
な
表
記
を
持
っ
た
本
も
あ
る
こ
と
だ
か
ら
、
原
本
自
体
の
表
記
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
こ
の
や
う
に
混
在
す
る
の
だ
か
ら
、
原
典

の
漢
文
を
片
仮
名
に
改
め
た
可
能
性
も
あ
ら
う
。

所
で
、
東
大
寺
の
宗
性
、
実
弘
が
、
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
を
手
に
入
れ
た
経
路
は
、
果
し
て
ど
の
や
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
上

述
の
限
り
で
は
、
大
体
真
言
宗
の
寺
院
に
存
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
宗
性
と
真
言
宗
と
の
間
に
何
等
か
の
交
流
が
存
し
た

の
で
あ
ら
う
か
。

血
脈
類
衆
記
第
十
に
よ
る
と
、
勧
修
寺
流
の
権
大
僧
都
栄
然
（
二
七
二
土
二
五
九
）
の
付
法
弟
子
十
一
人
の
最
後
に
宗
性
の
名
が
見
え

て
ゐ
る
。
尤
も
醍
醐
寺
蔵
本
伝
法
濯
頂
師
資
相
承
血
脈
で
は
、
栄
然
に
は
付
法
三
十
人
を
挙
げ
な
が
ら
、
宗
性
の
名
は
見
え
て
ゐ
な
い
か
ら
、

不
審
は
残
る
が
、
或
い
は
勧
修
寺
流
と
の
交
流
が
存
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
尚
考
へ
た
い
。

四

中
田
祝
夫
博
士
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
以
後
、
観
智
院
本
の
奥
書
に
見
え
る
慈
念
が
真
言
宗
金
剛
王
院
流
の
僧
如
実
の
本
名
で
あ
る
こ
と
を

（
2
E
）

明
に
し
、
又
、
類
衆
名
義
抄
を
引
用
し
た
請
書
を
渉
猟
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
天
台
宗
の
僧
、
権
律
師
仙
覚
の
「
万
葉
集
注
釈
」
（
文
永

六
年
八
二
一
六
九
）
成
）
に
「
類
衆
名
義
抄
」
の
引
用
が
あ
る
こ
と
、
文
永
弘
安
（
三
六
四
－
二
一
八
八
）
の
頃
に
成
っ
た
「
塵
袋
」
に
「
三

宝
芋
類
抄
」
の
引
用
が
あ
る
こ
と
、
徳
治
三
年
（
一
三
〇
七
）
十
二
月
に
三
論
宗
沙
門
聖
然
は
「
一
乗
仏
性
恵
冒
紗
」
に
加
点
し
た
本
書
を

引
用
し
て
ゐ
る
こ
と
、
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
八
月
に
東
寺
宝
厳
院
の
学
僧
頼
宝
が
「
釈
摩
詞
術
論
勘
注
」
を
成
し
、
そ
の
中
に
「
字
抄
」



と
し
て
多
数
の
例
を
引
用
し
て
ゐ
る
こ
と
（
吉
田
金
彦
氏
説
）
、
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
十
一
月
由
阿
の
編
し
た
「
詞
林
采
葉
抄
」
の
巻
八
に

本
字
書
を
引
用
し
て
ゐ
る
こ
と
、
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
二
月
、
頼
勢
所
伝
の
「
韻
鏡
字
相
伝
口
授
」
が
書
写
さ
れ
た
が
、
中
に
「
三
宝

類
衆
抄
」
の
題
名
を
挙
げ
て
和
音
の
こ
と
を
論
じ
て
ゐ
る
こ
と
（
馬
渕
和
夫
博
士
説
）
、
文
安
三
年
（
二
四
四
六
）
五
月
に
成
っ
た
「
埴
糞
抄
」

に
「
三
宝
字
抄
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
他
に
も
、
法
空
の
撰
述
に
成
る
「
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
」

六
巻
に
は
、
正
和
三
年
二
三
一
四
）
の
著
者
の
奥
書
を
有
し
、
「
聖
徳
太
子
伝
暦
」
の
注
で
あ
る
が
、
「
宋
本
玉
篇
」
「
広
韻
」
「
釈
名
」
「
文

（13）

鳳
抄
」
等
と
並
ん
で
、
「
類
衆
名
義
抄
」
の
引
用
が
あ
る
。

五

高
山
寺
経
蔵
に
は
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
書
写
に
係
る
聖
教
類
が
多
数
伝
存
す
る
が
、
そ
の
中
に
も
、
類
衆
名
義
抄
を
引
用
し
た
文
献
が
若

（15）

干
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
最
も
古
い
と
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
「
随
求
事
」
の
中
に
見
ら
れ
る
引
用
記
事
が
あ
る
。

「
随
求
事
」
一
巻
（
第
八
七
函
誓
言
は
巻
尾
を
欠
く
巻
子
本
で
あ
る
が
、
「
方
便
智
院
」
の
朱
印
を
有
し
、
筆
致
か
ら
見
て
明
に
定
真
二

一
七
四
－
一
二
五
〇
）
の
筆
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
及
び
本
文
中
に

次
斧
銭
　
坐
赤
蓮
花
叫
欄
コ
諸
賢
マ
巴
沈
霞
址
「

マ
サ
カ
リ

な
る
記
事
が
あ
り
、
（
他
に
も
玉
篇
か
ら
の
引
用
が
あ
る
）
「
　
」
の
割
注
の
部
分
を
朱
書
で
抹
消
し
て
、
そ
の
右
肩
に
「
私
云
」
と
朱
書
し

て
ゐ
る
。
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
を
見
る
と

戟
戟
遥
㌔
午
、
髭
請
訓
長
軸
上
露
見
）
禾
聖
（
僧
中
四
一
5
）

と
あ
り
、
「
居
達
反
」
は
「
居
逆
反
」
の
誤
な
る
こ
と
を
知
る
上
、
声
点
も
一
致
し
て
ゐ
て
、
「
又
ヒ
シ
」
の
み
が
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
に

見
え
な
い
が
、
他
は
一
致
し
て
ゐ
る
。
こ
の
例
よ
り
見
て
、
定
真
は
改
編
本
系
の
類
衆
名
義
抄
を
参
照
し
て
ゐ
た
こ
と
を
推
定
し
得
る
で
あ

慧
最

戟
璃
霊
場
璃
㌢

改
編
本
系
類
緊
名
義
抄
逸
文
小
見
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ら
う
。高

山
寺
経
蔵
の
「
高
山
寺
聖
教
目
録
」
（
第
一
部
1
4
号
）
（
包
紙
に
建
長
二
年
〈
一
二
五
〇
〉
に
義
渕
上
人
（
霊
典
）
が
後
嵯
峨
院
之
伸
に
よ

っ
て
注
進
し
た
と
い
ふ
慧
友
の
筆
に
よ
る
記
事
が
あ
る
）
　
に

三
賓
類
字
集
一
部
六
帖
（
四
十
一
ウ
）

な
る
記
事
が
あ
り
、
そ
の
内
の
第
二
帖
（
仏
上
・
仏
中
）
が
天
理
図
書
館
に
現
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
初
期

に
高
山
寺
に
名
義
抄
の
存
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

た
ゞ
一
つ
不
審
な
の
は
、
高
山
寺
経
蔵
本
の
中
で
こ
の
「
三
宝
類
字
集
」
を
引
用
し
た
と
思
し
き
も
の
に
、
「
三
宝
～
」
な
る
呼
称
を
用
ゐ

ず
、
た
ゞ
「
字
書
」
「
和
」
な
ど
と
注
し
、
又
は
全
く
書
名
を
引
用
せ
ず
に
片
仮
名
和
訓
の
み
を
記
し
た
例
が
極
め
て
多
い
こ
と
で
あ
る
。

案
ず
る
に
、
上
述
の
聖
教
目
録
に
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
限
り
で
は
、
当
時
の
高
山
寺
経
蔵
に
は
、
字
書
の
類
と
し
て
は
「
二
切
経
音
義
」
「
和

名
類
衆
抄
」
「
蒙
隷
万
象
名
義
」
「
唐
韻
」
「
干
禄
字
書
」
「
四
声
小
切
韻
」
「
玉
篇
」
「
広
韻
」
「
礼
部
韻
略
」
等
の
記
録
を
見
る
が
、
こ
れ
ら
の

中
で
明
に
片
仮
名
の
和
訓
を
有
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
は
「
三
賛
芋
類
集
」
の
み
で
あ
り
、
他
は
漢
文
注
又
は
万
葉
仮
名
和
訓
の
も
の
ば
か

り
で
あ
っ
た
た
め
に
、
片
仮
名
書
き
辞
書
の
引
用
と
し
て
は
、
故
ら
に
書
名
を
注
し
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
他
、
高
山
寺
蔵
本
の
中
で
、
類
衆
名
義
抄
の
記
事
と
二
敦
又
は
類
似
す
る
と
認
め
ら
れ
る
文
献
と
し
て
、
宮
澤
俊
雅
氏
は
「
烏
怒
沙

（16）

庶
事
」
（
重
文
第
二
部
兆
号
）
、
「
伝
受
類
集
抄
第
二
」
（
一
〇
三
由
2
号
）
の
二
書
を
指
摘
し
、
そ
の
内
容
を
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。

「
烏
恋
沙
庶
事
」
は
「
五
大
虚
空
蔵
」
と
合
一
巻
と
な
っ
て
ゐ
る
巻
子
本
で
あ
り
、
奥
書
に

寛
元
≧
季
（
二
面
三
）
九
月
十
六
日
写
書
之
畢
　
仁
眞
之

（
別
筆
）
「
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
四
月
廿
七
日
奉
伝
受
了
　
増
真
」

と
あ
る
も
の
で
、
本
文
は
仁
真
（
二
二
八
l
三
〇
三
）
の
自
筆
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
仁
真
は
玄
密
房
と
号
し
、
空
達
房
定
真
（
明

恵
上
人
の
付
法
弟
子
）
の
付
法
の
弟
子
で
あ
っ
て
、
方
便
智
院
第
二
世
と
な
り
、
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
四
月
二
十
三
日
に
八
十
六
歳
で
示



（17）

寂
し
た
。
本
書
の
内
容
を
前
記
論
文
に
よ
っ
て
示
す
。

三
釣
事
或
三
古
鋭

釣
㍍
㍗
釣
ヒ
シ
軟
配
酎
カ
ツ
ク
カ
可
尋
之
適
正
ヒ
。
シ
カ
フ

カ
ウ
フ
ル
　
ウ
ツ
　
ツ
ク

オ
ホ
キ
ナ
リ
　
ミ
タ
ル
　
マ
ロ
ナ
リ

加
哺
け
㌔
ス
㌘
㌢
。
、
。

（16）

右
の
内
「
博
」
の
項
が
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
と
一
致
し
、
他
は
未
考
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

「
伝
受
類
衆
抄
」
二
十
五
巻
は
、
経
弁
（
一
二
四
六
l
三
二
六
）
の
撰
で
、
正
安
元
年
（
三
九
九
）
よ
り
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
四
）
に
亘

っ
て
成
り
、
そ
の
原
本
が
高
山
寺
に
現
存
し
て
ゐ
る
（
但
し
巻
第
三
の
一
巻
を
欠
く
）
。
経
弁
は
高
山
寺
の
僧
で
、
高
弁
－
喜
海
－
弁
清
－
経
弁

と
相
承
し
て
、
十
無
益
院
の
第
三
世
と
な
り
、
嘉
暦
元
年
（
三
二
六
）
に
八
十
一
歳
で
示
寂
し
た
。
多
数
の
自
筆
本
を
高
山
寺
経
蔵
に
残
し

て
ゐ
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
宮
澤
俊
雅
氏
の
詳
論
が
あ
り
、
梅
尾
流
の
口
決
を
伝
へ
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
大
半
が
理

明
房
興
然
（
二
二
丁
三
〇
三
）
の
口
伝
で
あ
り
、
そ
れ
に
仁
真
・
経
弁
他
の
説
を
加
へ
、
字
句
の
考
証
に
広
益
本
玉
篇
、
類
衆
名
義
抄

等
の
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
中
で
次
の
項
に
つ
き
、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
と
比
較
し
て
、
両
者
が
一
致
す
る
か
、
略
三
致
す
る

（16）

か
等
に
つ
い
て
考
証
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
中
に
は
「
和
字
云
」
「
類
衆
抄
」
「
和
字
書
云
」
「
和
云
」
な
ど
と
冠
し
た
も
の
、
又
、
冠
し
な
い
も

の
も
あ
る
。

の
＼
掘
撒
欄
反
＼
謂
竣
（
髭
軸
）
（
平
詣
咤
（
巻
第
二
第
二
紙
下
段
、
以
下
二
ノ
二
下
の
如
く
略
称
）
（
略
三
致
）
［
観
］
掘
瑠
詣
㌦
㍑
フ
け
庸

二
キ
ル
　
渠
勿
（
仏
下
本
六
七
5
）

（
反
）
‥
…
・

拗
鏡
㌍
謡
甲
切
慧
（
二
ノ
二
九
下
）
［
観
］
恩
賓
絹
口
摘
頼
〈
津
ロ
㌍
ヵ
（
僧
上
一
三
四
2
）

畑
環
鍔
帰
告
㍗
（
四
ノ
一
六
下
）
［
観
］
環
県
嗅
紬
謳
ル
（
法
中
二
四
6
）

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見
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㈲
箇
カ
ス
（
平
上
濁
二
五
ノ
一
九
下
）
［
観
］
箇
指
瑚
レ
ッ
㌻
ヵ
ス
（
僧
上
六
五
8
）

㈲
篤
㌶
㍗
（
五
ノ
∵
九
下
〓
観
］
篤
汁
」
髭
現
タ
（
僧
上
四
三
8
）

㈲
和
字
云
蔑
㌍
㌢
ラ
［
観
］
貨
事
〈
欝
㌶
”
”
”
l
㌶
物
㌢
㌢
　
（
仏
下
本
一
四
3
）

の
貿
詣
フ
ゥ
ル
カ
フ
　
玉
土
ハ
貝
部
　
（
六
ノ
二
五
下
）
［
観
］
貿
㌔
錆
聖
㌍
掴
弊
カ
㍗
詣
極
へ
”
㌍
（
仏
下
本
一
五
2
）

此
字
無
シ

谷
正
倶
遇
反
＼
カ
、
ム
ル
　
又
鈎
去

㈱
字
書
云
悶
㌘
勾
句
詣
鐙
裏
（
鮮
つ
「
。
（
七
ノ
二
三
下
）
［
観
］
句
露
盤
ル
禾
㌢
勾
㌍
寄
（
法
下
五
七
8
）

ク

ナ

ラ

ハ

　

　

キ

ヤ

ク

㈱
＼
戟
禦
㌫
逆
私
云
常
。
パ
ケ
キ
（
上
濁
上
）
ト
ヨ
ミ
ツ
ケ
タ
リ
唐
ノ
ヨ
ミ
ナ
ル
へ
シ
如
　
反
軍
戟
（
入
）
ト
可
頭
軟
則
和
字
書
ニ

ッ
ヶ
タ
リ
云
二
十
一
ノ
十
四
下
）
　
［
観
］
戟
戟
絹
逆
短
㌃
㌔
㌶
㌢
禾
聖
小
（
僧
中
四
一
5
）

㈹
墳
玉
去
扶
詣
／
謂
富
㌍
墳
（
十
一
ノ
十
九
葉
上
）
　
［
観
］
墳
詣
㍍
又
上
剥
オ
ホ
キ
也
ミ
ツ
（
法
中
六
七
3
）

㈹
叩
鵠
㌢
（
同
右
）
　
［
観
］
叩
待
昭
轟
。
㌢
ジ
ヤ
（
仏
中
四
二
3
）

キ
ヤ
ク

ハ
戟
　
（
入
圏
）

㈹
＼
三
＼
釣
私
云
書
謬
軟
釣
虻
註
瑠
堀
”
瑚
抽
シ
（
十
二
ノ
一
下
）
［
観
］
釣
蒸
叉
雄
完
了
誓
”
”
措
㌶
㌣
（
僧
上
一
二
四
1
）

㈹
…
鋸
霜
欝
誤
認
瑠
（
慎
（
同
右
）
［
観
］
銀
婚
纏
桶
禁
㌘
（
僧
上
二
五
5
）

㈹
排
玉
－
…
臥
欄
鷲
は
薄
謂
相
場
又
（
十
二
ノ
二
四
下
）
　
［
観
］
排
瞞
卵
塊
勇
引
・
叫
　
（
仏
下
本
八
七
3
）

個
柄
謂
」
讃
誓
平
平
）
（
十
二
ノ
二
四
下
）
　
［
観
］
柄
欄
謹
コ
縛
フ
ツ
ー
加
－
司
笥
空
ト
ル
…
…
（
仏
下
本
〓
0
6
）

㈹
何
㌔
宗
即
か
㍍
又
斧
柄
（
同
）
　
［
観
］
何
鋲
略
㍍
。
拒
壷
タ
（
仏
下
本
二
九
7
）

㈹
＼
三
＼
釣
私
云
書
謬
軟
監
監
禍
順
㌘
欄
㍗



佃
押
紙
云
A
（
糸
偏
に
句
）
詔
竣
約
兆
反
ユ
㌶
ハ
㌢
恥
警
十
二
ノ
二
五
下
）
　
〔
観
〕
A
舶
増
反
〉
…
（
法
巾
二
二
四
3
）
約
瑠
縄
…
中
盤
瑳
一
一
一

烹
弔
．
ク
（
法
中
一
二
四
1
）

「
マ
カ
ス
」
（
朱
）
用
謂
㌶
折
カ
ス
（
十
三
ノ
七
雫
）
〔
観
〕
順
光
了
弓
ス
タ
シ
カ
。
（
法
中
七
二
8
）

㈹
＼
憶
霊
㌘
ヵ
ナ
フ
憶
－
任

㈹
連
酎
鮎
メ
ク
ル
（
十
三
ノ
八
真
下
）
　
〔
観
〕
蓮
璃
㌔
鮮
叫
（
仏
上
四
七
6
）

㈱
邁
㌶
臥
配
賦
三
十
三
ノ
八
真
下
）
　
〔
観
〕
通
達
鍔
轟
（
マ
マ
）
シ
下
〈
晋
〉
（
仏
上
四
七
6
）

㈱
＼
橙
錆
望
告
髭
勢
　
〔
観
〕
橙
雷
露
㌣
つ
タ
チ
バ
ナ
…
カ
ケ
ハ
シ
（
仏
下
本
九
四
6
）

㈲
玩
用
謂
詣
ト
フ
エ
（
平
平
平
濁
平
濁
上
）
（
十
四
ノ
「
上
欄
外
）
　
〔
観
〕
暁
掴
欄
輩
（
錯
平
針
酎
上
頂
ノ
（
備
中
四
二
1
）

㈱
妓
㌶
ル
シ
㌶
ル
　
裂
　
蕊
鮎
警
十
四
ノ
七
下
）
　
〔
観
〕
奴
隷
達
シ
和
ク
ル
カ
（
僧
中
六
九
4
）

㈲
文
干
云
誤
切
雷
翔
「
云
票
㌔
衷
㌶
り
崇
謡
㌢
聖
〈
上
（
十
四
ノ
七
下
）
　
〔
観
〕
英
霊
臥
㌢
ヤ
㌶
㌢
カ
誓
㍗
酎
㌃
ナ
縄
ソ
扁
欄
上
”

カ
ル
（
上
平
）
　
タ

エ
（
平
上
）
　
ヌ

（
僧
上
二
三
8
）

㈲
＼
豊
髄
切
以
鶴
‰
㌔
ム
（
十
四
ノ
二
U
下
）
　
　
〔
観
〕
髭
聖
粘
〉
讐
（
僧
上
一
〇
二
1
）

㈱
＼
鱒
酎
二
㌢
霊
二
頂
転
P
完
寅
（
十
五
ノ
二
五
下
）
〔
観
〕
腎
甥
甥
ヰ
頭
上
矧
瑚
（
仏
中
三
六
3
）

シ

リ

シ

、

㈲
類
集
云
樗
謂
反
文
巳
上
（
二
十
三
ノ
八
裏
上
）
〔
観
〕
樗
媚
換
唇
（
仏
下
本
二
U
T
1
）
（
宮
澤
氏
は
「
類
集
云
－
類
衆
名
義
抄
（
観
智
院
本
）

と
一
致
。
中
川
聖
人
撰
類
集
抄
か
。
」
と
注
さ
れ
て
ゐ
る
）

㈱
＼
粗
㌶
ス
ヤ
ク
（
二
十
三
ノ
八
下
）
〔
観
〕
檻
姻
反
夕
摘
聖
人
っ
ス
（
仏
下
本
六
一
2
）

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

㈲
諮
㌶
ス
（
二
十
四
ノ
五
下
）
〔
観
〕
諮
㍑
＝
”
㌍
リ
晋
婚
礼
（
法
上
七
〇
8
）

以
上
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
と
比
較
し
た
結
果
を
見
る
と
、
「
和
字
」
「
字
書
咽
順
㌘
撰
」
「
和
字
書
」
「
和
」
「
類
集
」
及
び
書
名
を
冠
し
な

い
も
の
に
、
全
部
又
は
一
部
の
一
致
す
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
種
の
名
称
を
、
単
数
の
書
と
見
る
か
複
数
の
書
と
見
る
か
に
つ

い
て
も
未
だ
確
認
出
来
る
段
階
で
は
な
い
が
、
「
橙
」
字
の
注
文
に
代
る
「
玄
微
抄
」
「
妙
抄
」
の
和
訓
は
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
と
一
致
す

る
が
、
共
に
本
草
和
名
、
和
名
類
衆
抄
に
は
見
当
ら
な
い
訓
で
あ
り
、
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
中
川
聖
人
」
は
実
範
（
7
－
二
四
四
）
の
謂
で
あ
る
が
、
諸
宗
章
疏
録
に
も
「
類
集
抄
」
の
名
は
見
え
ず
、
こ
れ
と
改
編
本
系
類
衆
名
義

抄
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
尚
更
に
検
討
の
要
が
あ
ら
う
。

六

東
寺
観
智
院
は
、
頼
宝
（
一
二
七
九
－
一
三
三
〇
？
）
以
来
の
真
言
教
学
の
中
枢
で
あ
り
、
現
に
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
が
近
年
来
伝
来

し
た
ゆ
か
り
の
寺
院
で
も
あ
る
。
同
経
蔵
に
は
彪
大
な
量
の
聖
教
類
が
所
蔵
さ
れ
、
近
年
綜
合
調
査
が
完
了
し
て
全
体
が
一
括
し
て
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
中
に
は
、
頼
宝
、
異
宝
（
一
三
〇
六
－
一
三
六
二
）
、
賢
宝
（
三
一
三
三
－
一
三
九
八
）
に
関
係
あ
る
聖
教
類

が
多
数
含
ま
れ
て
を
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
を
引
用
し
た
も
の
が
少
く
な
い
。

「
釈
摩
詞
術
論
勘
注
」
二
十
四
巻
は
、
頼
宝
の
撰
に
係
り
、
「
釈
摩
詞
術
論
」
十
巻
に
つ
い
て
、
逐
条
詳
し
い
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
の
成
立
で
あ
る
が
、
文
中
に
は
宋
本
玉
篇
・
策
隷
万
象
名
義
・
新
華
厳
経
音
義
・
東
宮
切
韻
・
法
華
経
釈
文
な
ど
と

並
ん
で
、
類
衆
名
義
抄
の
引
用
が
多
数
見
ら
れ
る
。
本
書
は
大
正
新
備
大
蔵
経
第
六
十
九
巻
に
収
め
ら
れ
て
を
り
（
N
O
・
N
N
害
）
、
容
易
に
内

容
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
の
中
で
「
字
抄
云
」
と
し
て
引
い
て
ゐ
る
の
は
、
改
編
本
系
の
類
衆
名
義
抄
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
「
三
宝

（
2
E
）

類
字
抄
」
な
ど
の
略
称
と
し
て
使
用
し
た
の
で
あ
ら
う
。
中
田
博
士
の
論
文
に
多
数
の
例
が
引
か
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
一
二
を
示
す
。

Ⅲ
冊
…
字
抄
云
。
冊
霊
㌢
（
「
新
釈
華
厳
経
音
義
」
「
玉
篇
」
に
続
い
て
引
用
）



〔
観
〕
冊
魂
須
〈
音
〉
策
カ
シ
ッ
ク
（
僧
下
七
五
8
）

拗
回
…
字
抄
云
。
回
相
場
ル
ヵ
給
フ
マ
㌢
㌣
マ
ト
空
（
「
策
隷
万
象
名
義
」
「
玉
篇
」
「
広
韻
」
を
併
引
）

〔
観
〕
回
船
縄
輔
車
㍗
マ
カ
ル
（
法
下
八
五
2
）

但
し
未
だ
古
写
本
を
目
賭
す
る
機
を
得
て
ゐ
な
い
。
以
下
、
東
寺
観
智
院
蔵
本
の
古
写
本
の
中
で
知
り
得
た
も
の
を
列
挙
す
る
。

○
広
付
法
伝
聞
書
諾
齢
紀
聞
書
一
冊
（
第
一
七
六
函
琶
三

（
「
広
付
法
伝
聞
書
」
奥
書
）
弘
安
八
季
（
一
二
八
五
）
配
九
月
十
二
日
読
終
了
／
末
資
経
舜
（
以
上
本
奥
書
）

元
亨
四
季
（
三
二
四
）
八
月
十
七
日
於
自
性
院
書
写
是
偏
／
為
仏
法
弘
通
利
益
衆
生
也
求
法
沙
恩
讐
旭
／
同
升
二
日
姦

華
、

（
「
略
付
法
伝
聞
書
」
奥
書
）
弘
安
八
季
十
一
月
四
日
読
了
　
経
舜

元
亨
四
季
八
月
十
七
日
苧
／
求
法
沙
監
雷
鳩
／
同
升
二
日
二
等

本
奥
書
に
よ
る
と
、
右
は
弘
安
八
年
六
月
七
日
か
ら
大
楽
院
を
読
師
と
し
て
始
め
ら
れ
た
「
広
付
法
伝
」
の
講
義
（
同
聞
書
内
題
に
よ
る
）

を
聴
講
し
た
記
録
を
、
元
亨
四
年
に
転
写
し
た
本
で
あ
る
。
そ
の
書
写
奥
書
の
中
の
僧
名
は
、
某
人
名
を
抹
消
し
て
呆
宝
と
記
し
て
あ
り
、

そ
の
人
名
は
判
読
困
難
で
あ
る
が
、
或
い
は
呆
宝
の
本
名
弘
基
か
も
知
れ
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
呆
宝
は
徳
治
元
年
（
一
三
〇
六
）
の
出
生
で

あ
る
か
ら
、
元
亨
四
年
に
十
九
歳
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
で
あ
る
。
本
奥
書
の
中
に
見
え
る
大
楽
院
と
は
高
野
山
中
院
流
の
祖
で
高
野
十
傑
の

一
と
称
せ
ら
れ
た
信
日
（
7
－
二
二
一
〇
七
）
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。

又
、
右
の
奥
書
に
見
え
る
「
経
舜
」
に
つ
い
て
は
、
管
見
に
よ
る
に
、
同
名
の
僧
が
少
く
と
も
二
名
存
す
る
。
一
人
は
、
延
応
四
年
（
一

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見
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二
二

二
四
三
）
　
に
高
山
寺
経
蔵
本
「
求
聞
持
」
一
巻
（
第
一
部
用
号
）
を
書
写
し
た
僧
で
、
時
に
三
十
一
歳
で
あ
っ
た
と
い
ふ
か
ら
、
建
保
三
年

二
二
一
三
）
の
生
れ
で
あ
り
、
弘
安
元
年
に
は
六
十
九
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
次
に
同
じ
く
高
山
寺
経
蔵
本
中
に
見
え
る
僧
で
、
延
慶

四
年
（
一
三
二
）
に
「
求
聞
持
次
第
」
（
第
四
部
第
七
六
函
9
8
号
、
同
5
9
号
、
同
3
4
号
奥
書
）
及
び
虚
空
蔵
求
聞
次
第
（
同
第
一
三
七
函
1
0
号
奥
書
）

を
書
写
し
て
ゐ
る
。
時
に
年
三
十
一
歳
と
あ
る
か
ら
、
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
の
生
れ
で
あ
り
、
広
付
法
伝
聞
書
の
奥
書
弘
安
七
年
二
二

八
四
）
に
は
僅
か
四
歳
で
あ
り
、
別
人
で
あ
る
こ
と
は
明
で
あ
る
。
し
か
も
前
者
の
「
延
応
四
年
」
も
「
延
慶
四
年
」
の
誤
写
の
虞
も
あ
り
、

尚
検
討
を
要
す
る
。
醍
醐
寺
蔵
本
伝
法
潅
頂
師
資
相
承
血
脈
に
よ
る
と
、

0　0

勝
賢
－
成
賢
－
光
宝
－
厳
盛
－
経
舜
正
願
房

0　0

源
運
－
呆
海
－
賢
海
－
実
賢
－
経
舜
大
夫
法
印
　
山
本
前
大
僧
正
　
座
主
　
二
長
者

の
二
僧
が
見
え
る
が
、
後
者
の
可
能
性
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
但
し
「
一
長
者
」
と
あ
り
な
が
ら
「
東
寺
長
者
補
任
」
や
「
五
八

要
記
」
　
に
見
え
ず
不
審
で
あ
る
。

本
書
に
は
「
三
云
」
の
引
用
が
多
く
、
少
く
と
も
十
六
例
が
数
へ
ら
れ
る
。
繁
を
厭
は
ず
、
次
に
そ
の
記
事
を
掲
げ
る
。

（
広
付
法
伝
聞
書
）

タ
ワ

の
準
略
　
三
云
詑
謂
碩
”
誓
レ
川
ッ
ハ
ル
（
∵
オ
）

〔
観
〕
　
詑
謂
怨
ぢ
㌢
ヨ
謁
㌢
ヌ
㌢
椚
マ
岩
㍍
ヒ
ナ
フ
（
法
上
五
三
2
）

拗
三
云
伶
倫
崇
音
ド
謂
ラ
下
崇
最
‥
宗
カ
㌍
㌘
㌣
雫
ム
（
一
オ
）

〔
観
〕
伶
倫
に
ー
詣
〉
謂
ラ
増
人
可
鐸
ク
井
モ
井
ト
稗
猪
ト
モ
（
仏
上
一
五
8
）

畑
掩
化
［
〓
］
八
百
季
中
　
摩
耶
経
ニ
ハ
七
百
歳
巳
リ
キ
、
彼
此
符
合
軟

ヲ
ホ
フ

誕
　
三
云
記
幾
錆
欄
岬
反
ウ
詣
電
犠
ヨ
諸
宗
リ
ハ
カ
（
四
ウ
）



〔
観
〕
誕
地
頭
立
拝
欄
ル
到
北
斗
牝
リ
］
（
法
上
五
三
7
）

チ
ウ
オ
ラ
ツ
ラ
ナ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ム
ト
　
　
　
　
ニ
　
　
テ
ク
ニ
　
ス
ル

㈱
　
天
厨
自
陳
　
意
云
欲
飲
食
」
自
然
厨
屋
現
前
也

三
云
陳
詣
〉
㌍
㌢
ツ
㌶
・
㌢
詔
ミ
㍗
㌢
（
七
ウ
）

〔
観
〕
陳
韓
塵
乳
沖
－
布
等
コ
雄
ミ
沖
ク
ー
ク
（
法
中
四
六
1
）

㈲
冗
三
云
カ
バ
ク
（
八
オ
）
〔
観
〕
冗
崇
ル
カ
バ
ク
（
法
下
五
六
1
）

望
也

㈲
為
候
　
三
云
候
指
㍍
オ
誓
㌢
ゥ
禦
フ
ミ
鍔
謡
－
班
ノ
ー
努
了
霊
、
ム
サ
霊
㌘
八
ウ
）

（
マ
マ
）

〔
観
〕
候
韓
喉
可
錆
相
抽
中
軸
沖
神
フ
乳
端
（
仏
上
一
七
3
）

間
A
（
人
篤
に
乞
）
三
云
ヲ
ソ
ク
レ
タ
リ
（
三
一
ウ
）
〔
観
〕
A
㌧
ソ
ク
レ
タ
リ
（
仏
上
九
8
）

（
略
付
法
伝
聞
書
）

㈱
昔
…
三
云
昔
先
議
弘
㌢
（
三
五
オ
）

〔
観
〕
音
盤
瑞
鉾
㍉
霊
（
仏
中
八
九
3
）

㈱
親
族
　
三
云
族
帽
㌍
霊
〈
反
〉
　
（
三
七
ウ
）

〔
観
〕
族
適
馳
謳
瑚
（
仏
下
本
七
六
8
）

テ
ウ

㈹
徴
兆
三
云
掛
澗
通
中
正
下
同
徴
㌔
謳
叛
・
露
〕
シ
崇
爪
シ
糟
尿
中
㌶
ム
ァ
け
か
ス
タ
鍔
ソ
モ
㍊
岩
里
聖
（
三
七
ウ
）

〔
観
〕
徴
施
〉
譜
誰
・
㌶
ル
評
ハ
佃
洗
練
舞
汁
ナ
姥
ル
紆
夕
献
凰
小
戦
　
（
仏
上
三
八
8
）

ミ

ツ

カ

ラ

仙
自
－
親
　
三
云
親
ミ
ツ
カ
ラ
　
（
三
八
オ
）

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見

二
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

〔
観
〕
親
姉
鶉
（
仏
中
八
一
4
）

』
㌍
カ
フ
（
三
九
オ
）
　
［
観
］
若
㌧
タ
カ
フ
（
僧
上
四
七
4
）

㈹
糟
穫
祇
　
粕
妃
紙
（
三
九
ウ
）
　
［
観
］
糟
…
接
（
法
下
三
〇
3
）
　
畢
一
カ
ス
（
法
下
三
二
5
）

㈹
酢
予
一
人
予
三
云
ト
フ
ラ
フ
（
四
〇
オ
）
　
［
観
］
弔
＝
列
引
（
仏
上
八
二
2
）

胸
裏
手
偏
に
慮
）
錆
〉
虚
牽
持
（
四
〇
オ
）
　
［
観
］
A
臥
立
娼
牽
（
仏
下
本
四
五
5
）

⑩
型
二
云
古
哺
奴
骨
反
難
オ
小
メ
ク
リ
ニ
フ
シ
コ
ト
ト
モ
リ
オ
ソ
シ
（
四
〇
オ
）
［
観
］
調
相
瑠
骨
綾
許
難
計
坤
〈
マ
マ
）
ト
モ
リ
（
法
上
七
二
5
）

㈹
崎
B
（
山
偏
に
慈
）
　
三
云
C
（
山
偏
に
弄
）
崎
謂
。
詣
B
脚
離
鵜
（
四
一
オ
）
　
［
観
］
C
崎
禍
。
弛
〉
－
臓
山
名
（
法
上
一
〇
七
6
）

こ
の
書
で
は
、
こ
の
他
、
一
切
経
音
義
、
玉
篇
（
「
切
」
と
あ
る
か
ら
広
本
で
あ
ら
う
）
、
芋
類
な
ど
の
字
書
を
も
引
用
し
て
ゐ
る
。
他
例

に
お
い
て
も
、
東
寺
本
で
「
三
宝
芋
類
抄
」
を
引
用
し
た
場
合
、
同
じ
書
の
中
で
、
併
せ
て
他
種
の
辞
書
を
併
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
殊
に
、

次
の
書
の
例
で
も
見
ら
れ
る
や
う
に
、
同
じ
字
句
の
訓
話
の
解
説
の
条
に
お
い
て
も
、
名
義
抄
と
他
辞
書
を
並
記
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
は

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

○
大
日
経
疏
演
奥
抄
　
二
十
一
巻
（
第
三
五
由
1
号
）

○

本
書
は
、
現
存
二
十
一
巻
の
内
、
十
巻
に
亘
っ
て
計
約
五
十
条
の
「
三
云
」
　
の
他
、
「
三
賛
字
－
」
「
類
衆
名
義
集
」
　
の
引
用
各
一
例
が
見

（17）

ら
れ
る
。

［
三
ノ
〓
　
（
端
書
）
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
七
月
十
八
日
於
随
心
院
始
之

ニ
（
消
）
　
　
　
ク

Ⅲ
△
匿
法
業
者
大
般
若
第
五
百
六
「
奥
」
廣
説
之
一
披
可
見
之
一

三
云
匿
告
的
器
用
ウ
爪
「
久
」
（
消
＝
ク
軟
］
ナ
シ
（
他
に
「
匿
」
字
に
つ
い
て
「
毛
1
」
の
引
用
あ
。
。
以
下
「
毛
－
」
の
如
く
略
記
す
る
。
）



［
観
］
匿
叶
鴇
で
つ
許
叩
叩
ナ
シ
（
仏
上
六
三
2
）

［
三
ノ
三
］
　
（
延
文
八
年
八
月
一
日
）

哩
二
云
繹
㌶
ル
（
切
継
ア
リ
二
大
般
若
音
義
」
）

［
観
］
標
点
描
㌘
法
中
二
九
4
）

チ
ウ
チ
ヨ
ト
　
花
蔵
院
本
注
云
猶
漁
之
貝
也
不
進
之
貝
也
云
古

畑
躊
躇
者
O
　
「
猶
教
義
也
」
　
三
云
躊
躇
タ
チ
ヤ
ス
ラ
ウ

ツ
マ
ッ
ク

［
観
］
－
（
躊
）
タ
チ
ヤ
ス
ラ
フ
（
法
上
七
六
4
）

［
三
ノ
四
］
　
（
延
文
元
年
八
月
一
日
）

㈲
軒
　
三
云
瀞
瑚
謂
ス
、
ク
　
［
観
］
浣
幹
謂
胡
碑
「
列
（
法
上
二
〇
6
）

＼

　

　

　

　

〓

マ

U

㈲
襲
　
三
－
襲
積
鰯
諦
誓
増
㌃
ヒ
タ
ス
［
観
］
襲
積
群
雄
諾
璃
可
錆
メ
（
法
中
二
四
八
7
）

㈲
慢
謂
謂
摘
ト
齢
　
（
「
三
云
」
の
注
記
は
無
い
が
恐
ら
く
「
三
」
の
引
用
で
あ
ら
う
。
「
経
音
義
（
一
切
経
音
義
）
第
六
」
）

刑
二
消
）
「
慢
㌘
㌢
㌍
誓
［
観
］
慢
薫
謀
反
針
珊
誹
り
鈷
諸
（
法
中
一
〇
五
6
）

㈱
三
－
粛
瑠
指
㌢
㌢
相
姦
結
滞
『
川
、
［
観
］
悪
弊
碑
再
雷
（
㌶
上
濁
）
　
爪
、
シ
シ
ツ
カ
ナ
リ
（
僧
上
四
三
3
）

［
四
ノ
二
　
（
延
文
元
年
八
月
五
日
）

㈱
＼
牛
欄
等
者
欄
三
云
マ
セ
　
ハ
シ
ラ
ヌ
キ
　
［
観
］
欄
訃
…
甘
利
　
（
仏
下
本
〓
0
3
）

㈹
＼
尿
「
毎
三
慧
静
㌘
瑠
㌔
柑
減
、
［
観
］
尿
媚
粁
抽
錘
讃
瑠
璃
（
雫
八
九
7
）

臥
覧
譜
反
完
〉
　
［
観
］
尿
朝
凪
l
君
又
〈
音
〉
鋸
割
引
（
法
下
八
九
8
）

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見

二
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

㈹
＼
澤
一
㌔
結
露
サ
鴇
「
玉
－
」
　
［
観
］
渾
譜
音
訂
イ
（
法
上
四
5
）

㈹
＼
灘
讐
唱
〉
（
「
翻
澤
名
義
集
」
「
毛
1
」
）
　
［
観
］
灘
臥
音
叶
（
法
上
四
4
）

㈹
＼
革
Ⅵ
甥
哲
男
㌢
崇
‥
㌢
ァ
（
「
毛
－
」
）
　
［
観
］
汎
果
滝
軍
報
…
盤
葬
ア
頼
光
フ
㍗
㌢
（
法
上
八
6
）

°
ェ
エ

㈹
＼
漆
窯
詣
完
苓
㌶
リ
ナ
㍗
㌍
［
観
］
漠
㌔
㌫
去
ミ
㌶
…
㍗
ハ
リ
フ
相
当
㍗
㌢
ヨ
霊
（
法
上
三
〇
7
）

㈹
＼
蕩
三
は
ラ
増
朗
ほ
ラ
射
”
［
観
］
蕩
詣
瑚
〈
摘
㌢
最
小
”
禦
［
㌍
マ
㌣
フ
（
僧
上
一
七
4
）

㈹
＼
源
時
差
音
完
フ
ァ
”
㌘
㌢
ク
（
「
経
音
義
第
十
六
」
）
［
観
］
准
〈
縛
珊
…
井
ク
引
巾
締
（
法
上
三
2
）

㈹
＼
雑
等
イ
増
反
メ
岩
㌢
媚
領
空
㍍
『
勢
［
観
］
雑
正
嫡
‰
塘
〈
蝿
群
マ
締
れ
ハ
継
（
僧
中
三
七
1
）

鮎
に
一
芸
力
誓
イ
翼
等
鶉
転
読
髭
7
㌧
　
［
観
］
棲
小
結
ム
鈍
ラ
綽
ヤ
㍑
ム
ッ
か
言
ッ
㌍

㈱
屈
緩
マ
璃
勿
㌍
㌢
㍗
”
巌
）
弔
㌶
シ
ク
　
［
観
］
屈
媚
反
弘
光
［
小
胆
ヲ
両
群
マ
髭
ク
㌘
法
下
八
八
4
）

伽
盈
誓
㌶
㌍
㍑
ス
ゥ
曇
”
”
け
㌢
㌢
ヲ
ル
（
平
上
）
タ
（
「
玉
－
」
）
［
観
］
擁
坪
舘
巫
班
端
申
錯
シ
貼
賠

（
仏
下
本
七
七
5
）

ヨ
ロ
シ
　
ウ
ル

タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
リ

ォ
缶
遽
（
仏

下
本
七
四
8
）

㈲
質
三
㌍
寝
。
㌍
辱
㌶
生
∵
霊
チ
ナ
禁
裏
″
訟
ク
㌍
（
讐
シ
㌔
霊
へ
㌢
　
［
観
］
質
据
〈
鐙
摘
講
評
ヵ
措
シ

サ
鵠
㌫
　
（
仏
下
本
∵
九
2
）

タ

ヒ

ラ

カ

ニ

　

ム

ク

ロ

　

モ

ト

　

ス

召
呵
叫
引
　
列
l
H
ガ
［
シ
］

㈲
御
声
魚
謂
フ
ヲ
け
㌍
鴇
㍗
㍑
サ
㍑
ム
　
［
観
］
御
魚
用
完
了
㌘
㌘
㌶
ム
ノ
㌢
”
㌦
フ
㌫
ノ
㌘
拍
カ
㍗
㌢
㌢
㌢
”
”
㌫
㌢
ウ
絹

地
鉦
。
㌘
け
（
仏
上
三
九
5
）



伽
嗜
。
釘
据
欄
下
謡
　
鐸
貰
プ
星
」
　
［
観
］
嗜
詣
〉
欄
ケ
㌢
㌘
霊
ナ
㌢
招
㌢
コ
㌘
ム
マ
”
㌔
禾
雪
（
仏
中
二
八
6
）

㈲
＼
浮
三
云
謂
㌍
ヵ
㌘
γ
覿
ル
ヨ
ト
シ
ル
（
マ
マ
）
（
毛
－
」
）
　
［
観
］
浮
梱
里
貼
訂
力
頼
れ
ポ
酢
）
シ
（
法
上
二
四
5
）

㈱
＼
裁
三
云
」
財
禾
ツ
カ
ニ
タ
ツ
コ
ロ
モ
タ
ツ
（
「
毛
－
」
「
代
－
」
）
　
［
観
］
裁
．
指
滝
ム
禾
謂
㌃
タ
㌢
。
琵
㌢
（
僧
中
四
三
1
）

㈹
＼
坑
蝦
誓
謂
完
リ
一
語
霊
（
「
玉
－
」
）
　
［
観
］

一
云
マ
ロ
ム
シ
　
＼
イ
ヒ

封
鎖
・
㌢
（
僧
下
一
八
1
）

ウ
郎
ラ
ウ
二
　
ヘ
音
）
　
ク
ソ
ム
シ

㈲
＼
虹
矧
請
等
一
転
爪
」
（
消
）
ス
　
［
観
］
虹
矧
咄
抱
言
拍
㌘
僧
下
二
四
7
）

㈲
＼
地
霊
時
謂
ナ
領
地
賃
㍉
尋
差
し
（
消
〉
　
［
観
］
地
蛇
璃
簿
列
串
：
号
ナ
ハ
（
僧
下
一
六
5
）

㈱
＼
蝿
詣
ハ
相
馬
テ
㌶
け
ハ
　
［
観
］
蝿
雑
用
粥
錨
　
（
僧
下
二
七
3
）

㈲
＼
娯
（
筆
ヲ
訂
ス
）
蛤
露
語
誌
　
［
観
］
娯
蛤
頒
誰
〈
詳
記
足
摺
是
也
（
僧
下
一
八
4
）

㈲
＼
地
艇
窯
軸
憎
。
音
（
「
虞
韻
」
「
玉
土
　
［
観
］
軸
艇
軸
佃
結
婚
（
僧
下
≡
4
）

㈱
＼
灘
等
詔
反
キ
詣
テ
　
［
観
］
難
訓
丁
豊
鐸
和
計
∵
僧
中
一
三
三
5
）

㈲
＼
銭
　
三
云
錦
新
禦
㌫
晋
（
錐
の
下
に
門
）
谷
　
［
観
］
鏡
野
窮
告
訴
）
俗
通
票
A
谷
（
法
下
八
一
2
）

㈲
＼
陶
三
云
陶
指
㍍
棚
完
ノ
ヨ
叩
㌶
霊
㌢
聖
ク
（
異
体
三
字
）
谷
　
［
観
］
陶
詣
露
光
叶
誼
媚
弛
継
舶
計
叩
緋
フ
（
法
中
四

〇
8
）

㈱
＼
冶
器
指
〉
沌
ク
ミ
拗
㌢
ト
崇
ス
キ
誓
、
鱒
㌢
リ
　
［
観
］
冶
先
日
鱒
軋
縄
七
質
、
瑠
刀
娼
マ
）
（
法
上
四
四
8
）

㈲
株
E
丘
舶
㌘
㌢
誓
寝
　
［
観
］
株
貼
〉
群
ク
（
仏
下
本
九
三
4
）

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

キ

チ

　

　

　

　

　

　

ク

㈹
机
三
云
机
請
誓
（
平
濁
平
）
五
乞
ク
ヒ
セ
（
上
上
上
濁
）
　
ウ
。
カ
ス
（
平
上
濁
。
。
）
　
［
観
］
机

キ
エ
ノ

二
八

呉
八
苦
）
五
チ
　
（
平
濁
平
）
　
五
乞
　
ク
ヒ
セ
　
（
上
上
○
）
　
ウ
タ
チ

ウ
コ
カ
ス
　
五
骨
（
反
）

（
仏
下
本
九
八
6
）

㈱
B
（
木
偏
に
井
）
語
帽
C
預
鰭
鐙
ケ
チ
（
「
毛
1
」
）
　
［
観
］
B
（
音
V
 
C
　
我
チ
　
ケ
チ
　
＼
ア
マ
リ

キ
ノ
キ
リ
ク
ヒ

ヲ
、
フ
言
一
（
仏
下
本
九
一
5
）

ヒ

コ

ハ

ユ

…

［
四
ノ
二
］
　
（
明
徳
四
年
八
一
三
九
三
）
九
月
廿
一
日
賢
宝
筆
）

㈹
三
賓
字
－
候
詣
完
＼
へ
㍍
、
㌶
㌶
＼
八
鍔
ラ
㌢
〈
宍
7
、
（
「
玉
－
」
「
玉
云
」
「
？
抄
第
五
」
）
　
［
観
］
候
抽
〉
姻
貼
ッ
可
描
フ
娠
岬
フ
舞

ヌ
　
モ
ラ
フ
（
仏
上
一
七
3
）

［
五
ノ
〓
（
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
八
月
二
日
賢
宝
筆
）

㈹
D
（
病
垂
に
陰
）
三
賓
字
堅
P
莫
禁
雷
（
病
垂
に
黄
）
（
「
広
－
」
「
毛
1
」
「
芸
雑
名
」
）
　
［
観
］
D
摘
訴
埴
（
法
下
二
八
5
）

㈹
三
云
末
順
増
反
ハ
誓
チ
（
「
一
切
経
音
1
」
）
　
［
観
］
末
聖
地
了
崇
ル
語
り
叛
ナ
シ
（
仏
下
本
二
三
6
）

慈

恩

　

　

　

こ

　

　

ナ

リ

　

ハ

　

　

　

　

こ

　

　

テ

　

　

　

　

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

是

ナ

リ

㈹
類
衆
名
義
集
云
自
願
意
云
切
韻
細
毛
布
今
謂
不
然
別
／
有
二
髭
花
一
織
以
為
布
毎
日
髭
是
也
毛
作
者
福
。
白
斑
毛
織
毛
織
也
尺
氏
云
字
林

ニ

　

ヲ

ハ

　

　

　

　

　

ノ

ヲ

ウ

チ

云
毛
布
非
也
案
屍
賓
一
以
廼
婆
羅
樹
花
紐
為
之
一
文

［
五
ノ
三
］
　
（
延
文
元
年
十
二
月
十
三
日
　
賢
賓
）

㈹
（
紙
背
）
三
云
餐
認
（
牒
娼
反
禾
敵
軍
遠
義
　
厭
猪
又
『
抱
ク
フ
柵
㌢
ヵ
和
㌘
ァ
㌢
㌍
ィ
（
「
翻
訳
名
義
集
」
）

［
観
］
磐
恥
音
㌶
ク
㌢
繁
華
ヱ
縮
（
法
下
一
〇
四
7
）

［
七
ノ
五
］
（
延
文
二
年
六
月
十
四
日
賢
宝
）
（
「
玄
応
音
義
」
「
翻
訳
名
義
集
」
「
玉
篇
」
）



字

吉

二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

匪

b

　

－

㈹
＼
三
云
G
（
食
偏
に
監
）
票
瑠
G
子
玉
篤
等
。
不
見
一
可
尋
之
〒
略
）
　
［
観
］
G
雛
〈
反
〉
（
僧
上
二
U
八
3
）

㈹
三
云
H
（
食
偏
に
字
）
I
（
食
偏
に
愈
）
詰
攣
）
哲
ユ
籠
念
手
鑑
下
云
（
下
略
）
　
［
観
］
H
I
配
轡
敷
（
僧
上
二
三
1
）

（消）

㈹
K
（
食
偏
に
倍
の
弄
）
L
（
食
偏
に
主
）
珊
輿
忘
霊
室
J
フ
ト
俗
伏
菟
又
云
M
欄
摘
量
。
－
爛
票
浮
士
　
［
観
］
K
l
幽
糾
糖
昔
㍗
上
飴
計
（
僧

上
二
三
1
）
／
M
墟
謎
計
酬
、
薄
后
（
反
）
　
（
仏
上
七
二
2
）

［
八
ノ
二
］
　
（
賢
宝
）
　
（
「
翻
訳
名
義
抄
」
）

第
六

㈹
三
云
魅
棚
霊
力
ミ
　
木
魅
コ
タ
マ
　
＼
魅
鬼
者
一
切
経
音
義
。
云
〒
略
）
　
［
観
］
魅
雰
㌍
、
、
和
一
㌣
ィ
（
僧
下
四
八
4
）
木
魅
．
慧
宕
（
僧
下
四

八
4
）

［
八
ノ
四
］
（
（
延
文
二
年
六
月
カ
）
廿
九
日
、
賢
宝
）
　
（
「
一
切
経
音
義
」
「
毛
－
」
「
玉
－
」
）

㈹
是
詣
増
反
サ
㌶
シ
ア
綜
爪
ヤ
”
㌢
タ
諸
子
シ
　
［
観
］
汎
獲
完
謂
藷
・
叛
！
サ
い
了
・
。
ル
軟
J
葱
「
首
凧
J
省
．
㌫

…

ア

サ

シ

ア

マ

ネ

シ

タ

，

ヨ

フ

ウ

カ

ス

㈱
溢
誓
詣
逸
ミ
㌢
㌢
景
　
［
観
］
盗
誓
絹
〉
贈
ア
”
㌢
Ⅲ
ホ
招
抱
（
法
上
三
6
）

佃
耗
福
川
㌢
オ
措
”
鏡
㌢
ツ
福
相
チ
”
”
［
観
］
耗
空
評
粥
ル
鈷
坤
ナ
画
塩
。
〉
摘
列
舞
は
ッ
（
法
下
〓
2
）

（
法
上
八
6
）

他
端
三
云
靖
摘
欄
用
㌶
爪
禾
タ
ル
　
喝
谷
［
観
］
喝
璃
〈
細
井
ッ
和
㌍
キ
（
法
上
九
〇
6
）

以
上
、
五
十
余
例
の
引
用
例
を
通
覧
す
る
に
、
幾
つ
か
の
注
目
す
べ
き
点
が
存
す
る
。
一
つ
は
引
用
書
名
を
「
三
」
「
三
宝
」
「
三
宝
字
1
」

等
と
記
し
た
も
の
と
、
「
類
衆
名
義
集
」
と
記
し
た
も
の
と
の
間
に
区
別
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
後
者
は
、
僅
か
「
自
髭
」
の
一
例
に
過
ぎ
な

い
が
、
明
ら
か
に
原
撰
本
系
の
本
文
で
、
漢
文
の
注
記
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
者
は
改
編
本
系
の
本
文
で
、
片
仮
名
和
訓

を
主
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
寺
観
智
院
経
蔵
の
古
目
録
が
未
だ
発
見
さ
れ
ず
、
確
で
は
な
い
が
、
原
撰
本
系
を
「
類
衆
名
義
抄
」
、
改
編
本

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

系
を
「
三
宝
字
類
妙
（
抄
）
」
と
称
し
て
、
別
本
と
し
て
区
別
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

又
、
原
撰
本
系
は
、
改
編
さ
れ
て
改
編
本
系
が
完
成
し
た
後
に
も
、
依
然
と
し
て
利
用
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
本
書
の

例
の
他
に
も
上
述
の
や
う
に
諸
書
に
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
を
り
、
中
世
以
降
に
も
流
伝
し
て
ゐ
た
こ
と
は
明
で
あ
っ

て
、
そ
の
改
編
は
、
一
面
か
ら
見
れ
ば
、
片
仮
名
和
訓
を
本
位
と
す
る
新
し
い
形
式
の
漢
和
辞
書
の
完
成
と
い
ふ
こ
と
で
、
辞
書
発
達
史
上

の
一
現
象
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
改
編
本
出
現
に
よ
っ
て
決
し
て
原
撰
本
が
消
滅
し
た
の
で
は
な
く
、
新
出
本
と
在
来

本
と
が
併
用
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
平
安
時
代
末
期
以
降
、
片
仮
名
和
訓
の
漢
和
辞
書
が
簾
出
し
た
後
に
在
っ
て
も
、
万
葉
仮
名
和
訓
を
有
す
る
新
撰
字
鏡
、

本
草
和
名
、
和
名
類
衆
抄
等
の
辞
書
が
依
然
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
、
本
邦
辞
書
史
の
重
層
性
を
持
っ
た
流
れ
を
示
す
も
の

と
し
て
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
類
衆
名
義
抄
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と
同
類
の
現
象
が
存
在
し
た
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ

る
。

○
御
遺
告
抄
珪
光
院
面
談
抄
一
巻
（
第
二
四
七
函
2
号
）

呆
宝
撰
賢
宝
筆
の
巻
子
本
で
、
賢
宝
廿
四
歳
と
あ
る
か
ら
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
の
写
本
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
左
の
奥
書
を
有
す
る
。

先
師
法
印

右
於
勧
修
寺
竹
林
房
被
抄
出
之
了
珪
光
院
法
印
御
房
／
面
談
之
抄
也
尤
可
秘
蔵
之
　
賢
宝
廿
四

本
書
に
は
「
類
衆
名
義
抄
」
の
引
用
が
あ
り
、
改
編
本
で
は
な
く
し
て
、
原
撰
本
系
統
の
本
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
沖
森
卓
也
氏
の
指
摘

（18）

さ
れ
た
所
で
あ
る
。
右
の
珪
光
院
法
印
御
房
に
つ
い
て
は
未
だ
勘
へ
る
所
が
無
い
。

本
書
の
中
で
「
類
衆
名
義
抄
」
を
引
用
し
て
ゐ
る
の
は
、
次
の
二
例
で
あ
る
。

遠
　
類
衆
名
義
抄
云
遺
品
品
譜
表
＝
禦
忙
都
順
聖
／
釦
望

管
　
類
衆
名
義
抄
云
管
禦
竹
爛
”
憎
か
サ
帽
㍍

右
の
内
、
「
遺
」
字
に
づ
い
て
は
、
「
類
衆
名
義
抄
」
と
並
ん
で
「
玉
篇
」
「
一
切
経
音
義
」
の
語
釈
を
併
せ
て
引
用
し
て
ゐ
る
。
沖
森
氏
の



述
べ
ら
れ
た
通
り
、
「
弘
云
」
　
（
蒙
隷
万
象
名
義
）
、
「
慈
云
」
　
（
妙
法
蓮
華
経
音
訓
）
、
「
方
云
」
（
未
勘
）
な
ど
の
原
典
の
漢
文
注
の
引
用
を
見
る
こ

と
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
、
呆
宝
本
・
賢
宝
本
一
般
に
展
墓
見
ら
れ
る
性
格
で
あ
り
、
訓
話
注
釈
に
当
っ
て
複
数
の
字
書

を
参
照
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
態
度
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
の
本
文
は
、
周
知
の
通
り
、
法
部
前
半
が
古
写
本
と
し
て
現
存
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
他
の
巻
に
つ
い
て
は
、
そ

の
逸
文
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
「
遺
」
字
は
恐
ら
く
「
足
部
」
に
属
し
、
悌
部
の
一
部
に
相
当
す
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
本
書
が
少
く
と
も
南

北
朝
時
代
ま
で
伝
存
し
た
こ
と
を
証
す
る
、
貴
重
な
資
料
と
な
る
こ
と
と
思
は
れ
る
。

「
繹
摩
詞
街
論
私
抄
」
十
八
巻
（
第
五
三
箱
2
号
）
　
は
「
巻
序
」
　
の
奥
書
に

延
文
五
年
（
∵
三
六
〇
）
庚
子
十
月
十
四
日
東
寺
西
院
／
僧
房
内
読
席
馳
筆
了
講
師
口
筆
也
／
大
法
師
賢
宝
欝

と
あ
り
、
内
題
の
下
に
「
読
師
観
智
院
」
と
あ
る
の
で
、
呆
宝
の
講
義
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
右
の
巻
の
中
に
は
、
広
韻
、
翻
訳
名
義
集
、
玉
篤
、
礼
部

韻
略
、
一
切
経
音
義
等
を
引
用
し
て
ゐ
る
が
、
中
に

仙
三
管
字
類
紗
云
冊
悠
完
7
㌢
ッ
　
〔
観
〕
冊
谷
今
正
非
策
カ
シ
ッ
ク
（
僧
下
七
五
8
）

拗
三
云
洋
帽
膵
誇
ユ
タ
鍔
カ
ナ
リ
　
［
観
］
洋
貼
〉
欝
璃
ク
鈷
朴
評
（
法
上
〓
2
）

畑
A
（
馬
偏
に
夷
）
　
玉
云
A
箪
苧
　
字
書
云
A
増
碩
ヒ
［
観
］
A
」
剖
1
刻
．
慧
㌫
（
僧
中
二
0
1
）

望
蒜
鵠
㌶
㌦
㌶
鵠
盟
㌫
㌶
対
墨
。
”
［
観
］
県
鐸
善
拍
欄
〈
砦
シ
計
鈷
ク
㌢
諦
舞
ッ
中
叩
㌢
ッ
生
置
ト
㌢
㌘
法
中
＝
八

2
）

の
や
う
な
引
用
が
あ
る
。
こ
の
四
例
は
「
三
宝
字
類
紗
」
及
び
「
三
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
内
容
は
右
に
示
し
た
通
り
、
戟

智
院
本
類
衆
名
義
抄
と
語
順
ま
で
完
全
に
一
致
し
て
ゐ
る
。
異
る
の
は
仮
名
遣
程
度
に
過
ぎ
ず
、
「
洋
」
の
和
訓
「
禾
ク
」
の
如
く
「
ワ
」
の

古
体
「
禾
」
ま
で
一
致
し
て
ゐ
る
。

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見
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三

二

本
書
を
祖
本
と
し
て
転
写
し
た
本
が
存
す
る
。
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
三
月
十
四
日
に
東
寺
観
智
院
で
大
法
師
興
呆
（
生
年
十
九
歳
）
が

0

　

0

　

°

書
写
し
た
も
の
（
第
五
三
由
1
号
1
）
で
、
右
の
価
は
「
或
字
書
云
繕
」
と
改
め
て
ゐ
る
。
（
尚
、
本
奥
書
の
中
で
「
讃
師
」
の
右
傍
に
朱
書
で

「
目
玉
（
呆
宝
）
師
五
十
五
歳
」
と
附
記
し
て
を
り
、
延
文
五
年
の
際
の
読
師
が
呆
宝
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
）

こ
の
応
永
写
本
と
一
具
に
な
っ
た
も
の
の
内
、
第
二
巻
目
の
「
巻
第
∵
口
筆
四
」
（
第
五
三
由
1
号
2
）
は
、
延
文
五
年
十
一
月
十
七
日
に
口

説
を
受
け
て
記
し
た
旨
の
頼
恵
の
奥
書
が
あ
る
が
、
こ
の
中
に
も

㈲
三
云
耐
鴻
錘
頂
シ
フ
［
観
］
耐
緒
空
㌢
言
上
（
法
下
一
四
四
3
）

な
る
「
三
」
の
引
用
が
あ
る
が
戟
智
院
本
類
衆
名
義
抄
と
は
若
干
出
入
が
あ
る
。

題
未
詳
で
巻
首
巻
末
を
欠
く
が
、
釈
摩
詞
術
論
の
抄
か
と
推
定
さ
れ
る
巻
子
本
一
巻
（
第
二
五
三
画
元
茸
が
あ
る
。
南
北
朝
時
代
の
写
本

で
あ
る
が
、
「
像
末
纏
平
隆
文
未
可
然
也
」
の
本
文
の
「
除
」
「
纏
」
及
び
「
折
其
玄
微
」
の
「
折
」
の
字
に
対
し
て
、
次
の
や
う
な
字
音
及

び
和
訓
の
仮
名
注
が
あ
る
。

㈲
野
㌶
㍍
㌢
ケ
㌶
シ
　
［
観
］
恩
顛
璃
‰
ヵ
・
㌣
鍔
の
セ
（
法
中
四
二
7
）

の
纏
鏡
”
完
ム
㌢
ム
ス
フ
　
［
観
］
饉
長
鳥
姑
珊
フ
症
梵
㌃
モ
（
法
中
三
五
8
）

㈱
描
（
折
ノ
誤
）
酎
ク
ヲ
㌘
㍗
霊
”
琵
連
票
㌔
［
観
］
折
㍍
〈
諸
璃
猶
黒
幕
臥
い
㍗
寅
ル
弱
評
”
誓
㍗
㌫
霊
鳥

ッ
告
（
仏
下
本
七
二
4
）

㈲
㈲
肋
㈱
の
場
合
は
、
田
畑
㈲
㈲
ほ
ど
〓
敦
度
は
多
く
な
い
が
、
恐
ら
く
同
じ
字
書
に
基
づ
い
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

「
二
教
諭
勘
文
」
十
四
帖
（
第
二
六
一
箱
2
号
）
は
、
本
文
は
鎌
倉
時
代
初
期
の
書
写
で
あ
る
が
、
墨
書
の
仮
名
点
は
南
北
朝
時
代
に
施
さ
れ

（19）

た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
沖
森
卓
也
氏
の
解
説
が
あ
る
。

（
上
巻
第
十
一
）



△
性
霊
集
九
云
如
来
説
法
有
二
趣
種
一
浅
略
二
秘
密
等
文

三
云
略
刈
㍉
諸
宗
口
誓
〔
観
〕
略
㌔
㌣
㌘
択
ヒ
ェ
鵠
力
笥
鍔
㍗
㌘
（
仏
中
一
〇
七
8
）

△
尺
論
一
云
八
種
本
法
従
因
縁
起
應
於
機
故
順
説
故
何
故
應
機
有
機
根
故
云
　
玉
云
機
。
‰
機
　
三
云
㌶
勇
二
㌶
㌢
禾
㌍
㌢
ト

〔
観
〕
機
ハ
轟
ル
轟
力
鈷
鈷
ヤ
㍑
ツ
㌢
フ
（
仏
下
本
七
七
6
）

△
玉
云
談
離
試
論
孟
話
翻
詰

三
云
談
拗
㌶
胃
”
”
モ
ノ
カ
タ
リ
舌
カ
タ
ラ
フ
。
ト
パ
リ
モ
ノ
カ
タ
リ

≡

一

ロ

サ

キ

ラ

マ

コ

ト

一
切
経
音
義
廿
二
云
談
話
崇
欝
三
形
同
期
快
反

〔
観
〕
談
霊
ル
モ
け
㌢
酎
門
霊
タ
㌢
ス
列
〓
引
舅
つ
（
法
上
七
一
6
）

話
告
ノ
縄
評
ア
㌶
ッ
ウ
帯
フ
可
轟
ハ
ル
（
法
上
四
九
7
）

△
聖
位
経
云
真
言
陀
羅
尼
宗
者
一
切
如
来
秘
奥
之
教
自
覚
聖
智
修
法
法
門
文

三
云
奥
耐
力
㌢
究
媚
誓
観
〕
奥
粘
、
フ
鎮
振
、
（
仏
下
末
三
五
）

○
剖
割
事

△
三
云
増
后
服
㌔
㍗
㍍
冊
”
ル
又
窮
㌫
ス
呉
聖
（
以
上
「
剖
」
字
の
注
）

〔
観
〕
剖
謂
〈
評
雛
壇
撹
ト
叛
が
宛
鵬
〉
評
ヒ
（
僧
上
八
六
4
）

右
の
記
事
の
書
写
年
代
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
と
す
れ
ば
、
古
い
例
と
な
る
が
、
或
い
は
加
点
年
代
の
南
北
朝
時
代
の
可
能
性
も
あ
る
。

〇
二
教
諭
上
巻
勘
文
第
一
　
一
帖
（
第
二
六
一
函
2
号
曇

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

三
賓
類
衆
云
群
議
翫
譜
　
A
（
桝
の
中
央
リ
の
代
り
に
タ
）
調
節
堵
定
一
菖

斬
桝
瑞
雲
瑚
ツ
正
鱒
タ
㌘
崇
㌍
コ
駕
ス
謂

H
（
韓
の
上
に
ル
）
俗
桝
古
A
崇
反
E
（
稗
の
中
央
リ
の
代
り
に
心
）
鵬
群
諜
報

G
（
桝
の
中
央
の
り
の
代
り
に
云
）
媚
用
ノ
書
粗
景
　
或
三
云
非
指
蒜
子
ス
子

私
云
以
塀
与
稗
二
字
為
正
一
白
餅
諸
子
錐
（
以
下
欠
）

［
観
］
I
（
稗
の
上
に
烈
火
）
J
（
群
の
中
央
の
言
な
し
）
甥
〈
評
説
、
磐
、
排
B
琵
計
禾
云
ヘ
ム

舛
桝
宛
中
将
外
語
リ
判
絆
マ
細
評
り
醤
㌘
栖
カ
㌢
H
谷
桝
古

塀
掴
欄
㌔
〉
E
〈
音
〉
群
解
甥
〈
㌍
亦
偏
字

郷
板
碑
親
子
非
臥
音
〉
同
爪
上
（
僧
下
六
五
7
1
六
六
2
）

右
の
内
、
「
或
三
」
が
現
存
の
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
と
全
同
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
三
（
宝
類
衆
抄
）
」
に
複
数
の
異
本
が
存
し
た

こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

「
繹
教
論
上
巻
聞
書
」
八
巻
（
第
三
二
面
5
号
）
　
は
、
取
合
本
で
あ
る
。
巻
第
六
は
、
そ
の
奥
書
に

延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
朗
九
月
廿
二
日
於
東
寺
西
院
／
僧
坊
先
年
談
義
之
口
筆
以
他
本
書
／
写
了
　
大
法
師
賢
宝
票

と
あ
っ
て
、
賢
宝
の
書
写
本
で
あ
る
が
、
他
巻
は
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
か
ら
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
に
至
る
宗
異
（
一
四
〇
八
1
一
四
六
三
以

（20）

後
）
　
の
談
義
奥
書
が
あ
る
。
こ
の
中
、
数
条
の
字
書
の
和
訓
の
引
用
が
あ
る
。
既
に
沖
森
卓
也
氏
の
指
摘
が
あ
る
。

（
上
巻
第
一
）

舛
三
賓
類
衆
云
舞
（
以
下
上
掲
と
大
同
、
略
す
）

（
上
巻
第
二
）
三
賛
芋
類
抄
云
纂
票
媚
”
㍑
　
［
観
］
纂
作
管
〈
反
〉
組
、
係
、
正
ツ
ク
ル
カ
ク
（
法
中
二
四
4
）

ア
ツ
ム



（
上
巻
第
七
）
禦
効
㌢
　
［
観
］
鳥
㌍
黒
鳥
（
僧
下
二
U
0
1
）

本
書
の
別
本
と
し
て
、
上
巻
第
二
の
一
巻
（
第
二
六
一
曲
慧
三
が
あ
る
。
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
に
融
然
法
印
の
本
を
以
て
内
供
奉
宗
異

が
賢
馨
阿
閣
梨
に
写
さ
し
め
た
本
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
は
、
右
に
掲
げ
た
「
纂
」
字
に
つ
い
て
「
三
賓
芋
類
抄
云
纂
語
順
リ
㍊
㌣
　
ア
ツ
ム
」

な
る
注
文
を
記
し
て
ゐ
る
。

更
に
「
二
教
諭
聞
書
」
の
別
本
と
し
て
、
三
冊
の
本
が
あ
る
（
第
二
六
一
曲
9
号
）
。
室
町
時
代
初
期
の
書
写
加
点
本
で
あ
る
が
、
そ
の
第

一
冊
の
中
で
「
対
機
説
法
」
　
の
「
機
」
　
の
注
と
し
て
、

機
者
　
機
㌶
㍍
ヵ
ナ
ワ
ワ
カ
ツ
ル

三
賛
芋
類
抄
云
機
㌶
”
扇
の
酎
如
齢
写
か
）

［
観
］
機
㌫
帯
”
㌍
タ
マ
ツ
リ
コ
ト
禾
カ
ツ
ル
オ
コ
ツ
ル
（
仏
下
本
七
七
6
）

機
㌶
〈
順
㌫
聖
断
豊
ッ
㌣
ハ
㌘
”
㌘
仏
下
本
九
五
5
）

の
如
き
例
を
見
る
。
「
三
宝
芋
類
抄
」
な
る
書
名
が
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
如
く
、
呆
宝
の
講
義
の
記
録
は
、
南
北
朝
時
代
以
後
も
、
代
々
伝
写
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
「
三
宝
字
類
抄
」
の
引
用
も
、
そ

れ
に
伴
っ
て
転
写
さ
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

六

所
で
上
述
の
諸
本
に
見
ら
れ
る
三
宝
字
類
抄
の
引
文
を
通
観
す
る
と
、
そ
の
片
仮
名
の
中
に
、
「
爪
」
「
小
」
「
禾
」
の
や
う
な
古
体
の
字
体

を
有
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
南
北
朝
時
代
に
は
、
こ
の
種
の
字
体
は
一
般
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く

そ
の
引
用
原
本
に
存
し
た
古
体
字
を
忠
実
に
転
写
し
た
結
果
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
を
見
る
と
、

畢
ウ
ツ
爪
（
僧
上
二
7
）
　
周
小
ト
リ
（
僧
下
一
〇
五
7
）
　
律
禾
カ
ツ
（
仏
上
三
六
8
）

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見



鎌
　
倉
　
時
　
代
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究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

の
や
う
に
古
体
の
仮
名
「
爪
」
「
小
」
「
禾
」
な
ど
を
用
ゐ
た
例
を
見
る
が
、
こ
の
本
自
体
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
書
写
で
あ
っ
て
、
当
時
の
一

般
の
所
用
字
体
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
原
撰
本
か
ら
改
編
す
る
際
に
、
原
撰
本
、
又
は
他
の
原
典
に
存
し
た
古
体
の
仮

名
を
襲
用
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
点
、
辞
書
の
保
守
的
性
格
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

七

改
編
本
の
名
称
は
、
種
々
雑
多
で
あ
っ
て
、
「
三
宝
字
類
紗
」
「
三
宝
芋
類
抄
」
「
三
碧
類
衆
」
「
三
宝
字
」
「
字
抄
」
「
三
」
「
類
集
抄
」
「
類

集
」
「
和
字
書
」
「
和
」
な
ど
が
列
挙
さ
れ
る
が
、
同
類
本
の
中
に
写
本
間
に
小
さ
な
異
同
は
あ
つ
て
も
、
全
体
と
し
て
は
大
同
な
も
の
で
あ

っ
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
又
、
宮
澤
氏
の
指
摘
さ
れ
た
「
類
集
抄
中
川
聖
人
撰
」
な
る
記
事
は
、
改
編
本
の
作
者
を
中
川
上
人
実

範
に
擬
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
結
論
は
慎
重
に
し
て
急
ぐ
べ
き
で
は
な
か
ら
う
。

何
れ
に
せ
よ
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
、
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
、
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
は
、
成
身
院
、
高
野
山
、
高
山
寺
、

東
大
寺
、
法
隆
寺
、
東
寺
、
並
に
延
暦
寺
な
ど
、
当
時
の
仏
教
界
全
般
に
亘
っ
て
流
布
し
て
ゐ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

尚
、
高
山
寺
本
、
鎮
国
守
国
神
社
本
な
ど
と
の
比
較
、
そ
れ
ら
諸
本
間
の
異
同
に
よ
る
諸
問
題
な
ど
も
取
上
ぐ
べ
き
で
あ
る
が
、
今
回
は

そ
の
余
裕
の
な
い
ま
～
、
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
（
六
三
、
二
、
一
五
）

（注）
（
1
）
　
岡
田
希
雄
「
類
衆
名
義
抄
の
研
究
」
　
（
昭
和
十
九
年
六
月
）

（
2
）
　
（
A
）
　
吉
田
金
彦
「
類
衆
名
義
抄
に
み
え
る
和
音
注
に
つ
い
て
」
　
（
国
語
学
第
六
韓
、
昭
和
三
六
年
六
月
）

（
B
）
　
同
「
類
衆
名
義
抄
小
論
」
　
（
国
語
国
文
第
二
十
四
巻
第
六
号
、
昭
和
三
十
年
三
月
）

（
C
）
　
同
「
類
衆
名
義
抄
の
展
開
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
六
韓
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
）

（
D
）
　
築
島
裕
「
訓
読
史
上
の
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
」
　
（
国
語
学
第
三
十
七
韓
、
昭
和
三
十
四
年
六
月
）

（
E
）
　
中
田
視
夫
「
類
衆
名
義
抄
使
用
者
の
た
め
に
」
　
（
「
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
索
引
」
附
載
、
昭
和
三
十
年
五
月
）



（F）
（G）

（3）
（4）

（5（6（7（8（9（10

関
蘭

（
1
2

（
1
3

（
1
4

（
1
5

（
1
6

（
1
7

（
1
8

（
1
9

（
2
0

同
「
「
文
華
風
月
至
要
抄
」
所
載
の
類
衆
名
義
抄
侠
文
」
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
七
輪
、
昭
和
三
十
一
年
八
月
）

平
岡
定
海
「
類
衆
名
義
抄
の
逸
文
」
（
国
文
学
言
語
と
文
芸
第
二
号
、
昭
和
三
十
四
年
一
月
）

築
島
裕
「
叡
山
文
庫
天
海
蔵
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
建
久
点
に
見
え
る
類
衆
名
義
抄
の
逸
文
」
（
国
語
学
第
四
十
韓
、
昭
和
三
十
五
年
三
月
）

同
「
金
剛
三
昧
院
所
蔵
大
日
経
疏
聞
書
に
見
え
る
類
衆
名
義
抄
逸
文
」
（
（
東
大
教
養
学
部
）
人
文
科
学
科
紀
要
第
二
十
四
韓
、
昭
和
三
十
六
年
三

月
）

岡
「
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」
（
摘
舶
朗
習
念
論
文
集
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
）

沖
森
卓
也
「
御
遺
告
抄
」
「
二
教
諭
聞
書
」
（
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
の
概
要
、
京
都
府
教
育
委
員
会
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
）

築
島
裕
「
大
日
経
疏
演
奥
抄
」
　
（
同
右
）

注
　
（
6
）
　
論
文
。

僧
綱
補
任
六
、
血
脈
類
衆
記
四
、
仁
和
寺
諸
院
家
記
。

中
田
祝
夫
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
総
論
篇
」
五
四
二
貢
。

築
島
裕
「
輪
王
寺
天
海
蔵
金
剛
般
若
経
集
験
記
古
点
」
（
書
誌
学
（
復
刊
）
第
六
号
、
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
）

山
本
智
教
「
宝
寿
院
の
蔵
書
聖
教
」
（
密
教
学
会
報
第
1
4
～
誉
号
、
昭
和
五
十
年
三
月
－
五
十
六
年
三
月
）

武
内
孝
善
「
宝
寿
院
聖
教
奥
書
索
引
」
（
密
教
学
会
報
第
2
1
号
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
）

古
田
東
朔
・
築
島
裕
「
国
語
学
史
」
　
二
五
頁
。

注
（
1
3
）
文
献
二
五
頁
。

注
（
1
3
）
　
文
献
一
一
三
貢
。

宮
沢
俊
雅
「
高
山
寺
経
蔵
典
籍
所
載
古
辞
書
引
文
」
（
「
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
」
所
収
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
）
四
〇
四
・
四
一
五
頁
。

築
島
裕
「
大
口
径
疏
演
奥
抄
」
（
「
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
の
概
要
」
昭
和
六
十
一
年
三
月
、
二
四
頁
）

沖
森
卓
也
「
御
通
告
抄
」
　
（
同
右
一
七
四
貢
）

同
「
二
教
諭
勘
文
」
　
（
同
右
、
一
七
七
頁
）

同
「
二
教
諭
聞
書
」
　
（
同
右
、
一
七
八
頁
）

改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見
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○
類
衆
名
義
抄
関
係
眞
言
血
脈
図

成
尊

範
後
丁
厳
覚

義
範
－
勝
覚

明
算
－
良
禅

実
範

定
海
－
元
海
－
実
運
－
勝
賢
丁

兼
賢
－
理
賢
－
覚
基
－
観
心
－

艮
勝
－
実
任

掛
卦

°

　

　

°

h
実
賢

成
賢

恵
深

喜
海

を
酔

如
昇
〈
慈
念
）

0

　

°

頼
賢
－
実
融

0
。
　
　
（
証
道
）

信
日
大
楽
院

0　0

弁
清
－
経
弁

（
附
詳
こ
本
稿
を
草
す
る
に
際
し
て
は
、
東
大
寺
図
書
館
、
高
山
寺
、

∵
一

束
寺
関
係
御
当
局
各
位
の
御
芳
情
、
注
に
引
用
し
た
諸
先
学
・
同
学
の
方
々
の
学

恩
に
よ
る
所
が
極
め
て
大
で
あ
る
。
厚
く
御
礼
申
上
げ
た
い
。

（
附
記
二
）
稿
後
、
「
弘
文
荘
待
貰
書
目
」
第
三
十
五
号
（
昭
和
三
十
五
年
三
月
費
行
）
所
蔵
の
「
景
勝
王
経
音
義
」
一
冊
（
正
平
七
年
八
一
三
五
二
）
奥

書
）
が
、
そ
の
奥
書
に
「
披
類
衆
名
義
之
書
、
籍
注
最
勝
王
経
之
音
訓
…
仲
甚
」
と
あ
り
、
巻
首
・
巻
末
の
写
真
に
よ
る
と
、
改
編
本
系
名
義
抄
の

音
訓
と
一
致
・
類
似
す
る
所
の
多
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
南
北
朝
時
代
に
は
こ
の
や
う
な
形
態
で
も
展
開
し
た
こ
と
を
知
っ
た
の
で
附
言
す
る
。




